
宋

代

身

了

税

の

諸

系

統

島

居

康

は

じ

め

に

一
五
代
の
沿
徴
と
し
て
の
身
丁
税
と
宋
初
の
税
制
整
備

(
一
)
呉
越
の
了
身
盟
銭

(
二
)
南
唐
の
戸
口
盤
銭

(
三
)
闘
の
身
丁
銭

(
四
〉
南
漢
の
身
丁
銭
米

(
五
〉
楚
の
採
木
税
お
よ
び
荊
南
(
南
卒
〉
の
了
身
堕
麹
銭

二
北
宋
末
・

南
宋
期
爾
新
路
の
身
丁
税
と
南
宋
期
湖
北
北
部
の
丁
米

(
一
〉
爾
掘
削
の
身
丁
税

(
二
)
南
宋
期
湖
北
北
部
の
丁
米

お

わ

り

に
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宋
代
の
身
丁
税
に
つ
い
て
は
、
曾
我
郡
静
雄
氏
が
始
め
て
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
後
柳
田
節
子
氏
が
新
た
な
翻
黙
か
ら
考
察
を
加
え
ら
れ

(
1〉

た
ほ
か
、
周
藤
吉
之
氏
も
断
片
的
に
燭
れ
て
い
る
が
、
宋
代
の
賦
税
盟
系
下
に
お
け
る
丁
口
賦
課
や
客
戸
の
負
携
と
い
っ
た
特
異
な
性
格
に
つ
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い
て
は
、
な
お
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

曾
我
部
氏
は
宋
代
の
身
丁
税
を
、
漢
代
の
「
算
絹
」
に
あ
た
る
人
頭
税
と
し
、
そ
の
起
源
は
大
部
分
前
代
の
五
代
に
あ
り
、
こ
れ
が
宋
に
受

け
縫
が
れ
、
丁
口
を
減
少
す
る
た
め
に
生
子
を
殺
害
す
る
な
ど
の
悪
弊
を
も
た
ら
し
た
、
と
し
て
戸
口
数
問
題
に
も
言
及
さ
れ
た
。

「
雨
税
法
は
、
土
地
を
基
準
と
す
る
課
税
で
あ
っ
て
、
均
田
制
的
支
配
の
崩
援
の
中
か
ら
、
均
田
制
的
な
丁
支
配

の
課
税
基
準
を
否
定
し
て
出
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
南
税
鐙
制
下
に
お
い
て
、

こ
れ
に
針
し
柳
田
氏
は
、

丁
ロ
の
賦
が
、
南
宋
に
到
る
ま
で
、
東
南
地
方
全
盟
に
わ

た
っ
て
康
範
圏
に
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
盟
十
に
五
代
偽
制
の
名
残
り
と
言
う
こ
と
で
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
出
来
な
い
」

「
宋
代
の
身

丁
税
は
王
朝
に
よ
る
直
接
的
な
丁
の
掌
握
と
い
う
一
意
味
に
お
い
て
、
系
譜
的
に
唐
ま
で
の
牧
奪
鐙
系
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
得
る
」
と
さ
れ

た
。
曾
我
部
氏
が
五
代
偽
制
の
縫
承
と
と
ら
え
る
の
に
射
し
、
柳
田
氏
は
こ
れ
を
均
田
制
的
丁
支
配
の
系
譜
で
と
ら
え
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
先

進
地
帯
と
考
え
ら
れ
る
雨
漸
で
は
、
身
丁
税
は
「
和
買
、
或
は
国
税
へ
の
繰
込
み
と
い
う
形
で
、
次
第
に
土
地
を
基
準
と
す
る
課
税
鐙
系
の
中

へ
組
入
れ
ら
れ
」
た
の
に
劃
し
、

一幅
建
や
荊
湖
、
贋
南
で
は
「
国
税
そ
の
も
の
が
、
土
地
で
は
な
く
丁
を
基
準
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
所
さ
え
あ
っ
て
」
、

』
う
し
た
針
比
か
ら

身
丁
税
は
「
唐
宋
の
聞
に
お
け
る
丁
の
支
配
か
ら
戸
の
支
配
へ
と
い
う
支
配
の
封
象
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の
捉
え
方
の
襲
化
と
し
て
」
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
重
田
徳
氏
は
柳
田
氏
の
身
丁
税
の
理
解
を
受
け
て
、
宋
代
身
丁
銭
の
賦
課
は
、
な

(
2〉

お
古
代
的
な
二
君
蔦
民
的
支
配
の
原
理
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
た
も
の
」
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
宋
代
の
身
丁
銭
は
、

丁
口
賦
課
と

い
う
特
殊
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宋
代
吐
舎
の
性
格
に
か
か
わ
る
評
債
さ
え
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

筆
者
は
前
二
稿
に
お
い
て
、

絹
吊
と
苗
米
を
そ
れ
ぞ
れ
夏
秋
の
正
税
と
す
る
宋
代
雨
税
法
の
賦
課
盟
系
が
、
七
八

O
年
に
始
ま

(
3〉

る
唐
代
両
税
法
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
超
て
成
立
し
た
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
雨
税
賦
課
の
方
式
が
、
唐
末
・
五
代
の
時
期
に
南

北
で
異
な
っ

た
道
を
た
ど
り
、

そ
の
差
異
は
、
江
南
に
お
け
る
威
卒
三
年
(
一

O
O
O〉
の
絹
南
の
夏
税
正
税
化
に
よ
り
解
、摘
さ
れ
た
が
、
絹
吊

の
夏
税
正
税
化
は
「
税
銭
」
の
網
自
m
折
納
を
媒
介
に
し
て
い
た
こ
と
、
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
唐
末
か
ら
五
代
・
宋
初
に
か
け
て
、
雨
税
銭
が

折
納
制
を
媒
介
と
し
て
絹
吊
額
と
銭
額
と
に
分
立
し
て
い
っ
た
華
北
に
封
し
、
江
南
・
嶺
南
・
四
川
で
は
田
土
の
等
紐
に
庭
じ
て
銭
額
を
土
地



に
割
り
付
け
、
こ
の
税
銭
を
指
教
化
し
て
|
折
獲
せ
し
め
て
|
正
税
た
る
網
南
の
額
を
定
め
、

国
土
等
級
に
慮
じ
て
苗
米
の
額
を
定
め
る
と
い

ぅ
、
き
わ
だ
っ
た
差
異
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宋
朝
が
南
方
に
割
譲
す
る
諸
圏
を
・
次
々
と
そ
の
版
固
に
い
れ
、
統
一
王
朝
に
ふ
さ
わ
し
く

そ
の
税
制
を
整
備
し
て
い
く
際
に
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
は
南
唐
で
九
四
一
年
以
来
賓
施
さ
れ
て
い
た
「
税
銭
」
方
式
で
あ
っ
た
。
五
代
の
中

原
王
朝
お
よ
び
宋
代
の
華
北
に
身
丁
税
が
見
ら
れ
ず
、
逆
に
「
税
銭
」
方
式
に
よ
っ
て
税
制
を
整
備
し
て
い
っ
た
江
南
地
域
に
身
丁
税
が
見
ら

れ
る
と
い
う
事
責
は
、
宋
代
の
身
丁
税
を
考
え
る
際
に
無
親
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
に
宋
代
の
身
丁
税
を
宋
初
の
税
制
整
備
過
程
に
即
し
て
考
察
す
る
際
に
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
江
南
諸
園
の
五
代
の
時
期
の
税

制
の
継
承
・
改
嬰
過
程
を
、
そ
の
支
配
領
域
を
前
提
に
し
て
あ
と
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
曾
我
部
・
柳
田
氏
と
も
に
身
丁
税
を
宋
代
の
各
路

に
分
け
て
分
析
さ
れ
た
。
し
か
し
宋
代
の
諸
路
は
、

お
お
む
ね
五
代
の
各
園
の
支
配
領
域
を
縫
承
し
つ
つ
区
劃
さ
れ
た
も
の
の
、
す
べ
て
が
そ

の
ま
ま
の
形
で
匡
分
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
長
江
下
流
域
は
呉
越
、
南
唐
、
後
周
の
争
奪
の
針
象
と
な
っ
た
複
雑
な
経
緯
を
経
て

ま
た
、
宋
代
身
丁
税
の
う
ち
に
は
、
宋
初
に
慶
止
さ
れ
た
も
の
、
北
宋
末
期
に
身
丁
税
化
し
た
も
の
、
或
は
南
宋
代
に
な
っ
て
出
現
し
た
も

の
が
あ
り
、
宋
初
以
来
腹
絶
さ
れ
る
こ
と
な
く
南
宋
末
ま
で
存
績
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
賦
課
の
貫
態
に
は
明
確
な
差
異
が
認
め
ら

一
口
に
五
代
の
遺
制
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
り
、
そ
の
性
格
規
定
に
つ
い
て
も
皐
純
化
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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お
り
、
慎
重
な
吟
味
が
求
め
ら
れ
る
。

れ
る
。宋
代
の
身
丁
税
は
、

『
宋
史
』
食
貨
志
が
「
丁
口
之
賦
」
と
概
括
す
る
よ
う
に
、
賦
課
劃
象
を
人
丁
に
置
く
税
で
あ
る
。
制
到
象
が
人
丁
で
あ

る
と
い
う
黙
で
は
た
し
か
に
「
人
頭
税
」
と
理
解
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
が
、
人
頭
税
は
そ
れ
自
鐙
で
は
歴
史
的
な
性
格
規
定
の
指
標
を
な
す
も

の
で
は
な
い
。
賦
課
劉
象
が
ひ
と
し
く
人
丁
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
課
税
物
件
が
嘗
一
該
時
代
の
賦
課
鐙
系
全
鐙
の
中
で
占
め
る
比
重
や
課
税
の
一
意一

味
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
聾
法
と
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
各
人
丁
に
針
す
る
課
税
額
が
一
律
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
課
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税
封
象
を
人
丁
に
お
き
な
が
ら
、
そ
の
課
税
額
が
別
の
基
準
や
方
式
に
よ
る
た
め
に
段
階
差
を
も
っ
場
合
も
あ
る
。
賦
課
の
賓
態
に
注
意
を
梯

丁
口
賦
課
と
い
う
一
貼
の
特
徴
に
お
い
て
概
括
し
た
の

う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
系
統
や
賦
課
方
法
、
課
税
の
一
意
味
の
差
異
を
問
う
こ
と
な
く
、
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が
「
丁
口
之
賦
」
或
い
は
「
身
丁
税
」
と
い
う
呼
稽
で
あ
る
。
な
お
、
差
役
リ
丁
役
で
あ
る
こ
と
か
ら
役
銭
を
身
丁
銭
と
稽
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
役
法
に
か
か
わ
る
身
丁
税
は
本
稿
で
は
考
察
の
封
象
と
し
な
い
。

本
稿
で
は
宋
代
の
身
丁
税
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
宋
代
雨
税
法
の
整
備
過
程
や
盟
法
の
嬰
遷
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
系
譜
を
確

認
す
る
た
め
に
も
、
宋
代
の
身
丁
税
の
位
置
づ
け
は
や
は
り
宋
代
税
制
全
鐙
の
中
で
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

五
代
の
沿
徴
と
し
て
の
身
丁
税
と
宋
初
の
税
制
整
備

宋
朝
は
太
卒
輿
園
二
年
(
九
七
七
)
の
呉
越
の
蹄
属
を
最
後
に
江
南
の
卒
定
を
移
え
、
統
一
王
朝
と
し
て
税
制
の
整
備
に
着
手
し
始
め
た
。
太

宗
太
平
輿
園
九
年
(
九
八
四
〉
十
一
月
の
赦
書
は
、
江
南

・
雨
漸
・
湖
南

・
嶺
南
の
諸
地
域
の
身
丁
銭
の
賦
課
針
象
と
成
丁
の
年
齢
規
定
を
明
確

(

4

)

 

化
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
な
お
身
丁
銭
の
賦
課
は
纏
績
す
る
が
、
員
宗
の
大
中
群
符
四
年
(
一

O
一
一
〉
秋
七
月
の
詔
に
よ
り
、
南
新
・
一
幅
建
・

(

5

)

 

荊
湖

・
贋
南
諸
州
の
偽
制
以
来
の
身
丁
錦
、
歳
に
凡
そ
四
十
五
高
四
百
貫
が
兎
放
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
諸
地
域
の
五
代
の
時
期
の
身
丁
税
が
、
宋

初
の
税
制
整
備
の
過
程
で
ど
う
扱
わ
れ
、
菟
放
後
ど
う
な
っ
た
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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(

一

)

呉
越
の
丁
身
盟
銭

果
越
は
太
卒
輿
園
二
年
に
宋
朝
に
蹄
属
し
た
が
、
至
道
三
年
(
九
九
七
)
に
は
杭
州

・
越
州
に
お
い
て
銭
倣
以
来
の
丁
税
銭
が
あ
り
、
出
家
重

(

6

)

(

7

)
 

行
の
場
合
に
も
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
れ
を
菟
除
し
、
威
卒
二
年
(
九
九
九
)
に
は
杭
州
の
中
等
戸
の
「
丁
身
銭
」
を

一
年
菟
除
し
た
事
例
も
(
8
)
 

あ
る
が
、
野
属
後
も
身
丁
銭
の
賦
課
は
縫
績
し
て
い
た
。
毎
丁
の
銭
額
に
つ
い
て
は
、
呉
越
の
時
代
に
は
毎
成
丁
三
六

O
文
で
あ
っ
た
と
い
う

(

9

)

 

が
、
宋
へ
の
蹄
属
後
、
蘇
州
で
は
二

O
O文
、
温
州
と
台
州
で
二
五

O
文
、
睦
州
ハ
巌
州
〉
で
六
九
五
文
、
虚
州
で
五
九
四
文
で
あ
っ
た
。
呉

越
に
お
い
て
、
身
丁
鏡
の
科
徴
が
始
ま
っ
た
の
は
、
銭
氏
政
権
も
末
期
の
額
徳
三
年
(
九
五
六
)
、
後
周
と
の
戟
闘
が
激
し
さ
を
増
し
て
以
後
の

(

ω

)

 

賦
況
下
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



と
こ
ろ
で
、
蘇
州
の
昆
山
鯨
の
地
志
『
玉
峰
士
山
』
巻
之
中
、
税
賦
に
は
、
「
景
徳
・
枠
符
の
開
」
の
夏
税
と
し
て
網
絹
綿
と
と
も
に
「
丁
身

瞳
銭
」
二
、
六

O
O品
開
貫
を
掲
げ
る
。
大
中
鮮
符
四
年
の
菟
放
以
前
の
身
丁
銭
が
「
丁
身
盟
銭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
州
常
熟
鯨
に
は

(

日

)

「
天
聖
年
簿
」
に
-
記
載
さ
れ
た
「
遠
年
の
逃
絶
戸
の
惰
閣
せ
る
税
紬
絹
綿
、
首
米
、
丁
瞳
銭
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、
臭
越

以
来
の
身
丁
銭
は
、
次
に
見
る
南
唐
と
同
様
、
丁
ロ
賦
課
の
「
盟
銭
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
丁
身
瞳
銭
」
の
系
統
の
銭
額
制
の

(

ロ

)

身
丁
鏡
は
、
要
州
と
秀
州
で
明
道
元
年
(
一

O
三
二
)
ま
で
除
放
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
南
街
で
は
大
中
鮮
符
四
年
の
兎
放
以
後
ふ
た

(

日

)

た
び
賦
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
宋
後
半
に
「
是
れ
由
り
蘇
民
、
今
に
至
る
に
計
口
算
編
の
事
無
く
、
蒙
津
最
も
厚
し
」
と
い
わ
れ
、

(
M〉

南
宋
に
な
っ
て
も
「
卒
江
府
・
秀

・
婆
・
衝
等
四
州
、
自
ら
丁
銭
を
調
菟
す
一
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

呉
越
の
丁
身
盟
銭
は
宋
朝
に
よ
る
税
制
整
備
の
際
に
ど
の
よ
う
に
慮
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
早
く
も
諦
属
三
年
後
の
太
卒
輿

園
五
年
(
九
八
O
)
に
朝
臣
王
永
・
高
象
先
が
涯
遣
さ
れ
て
「
均
税
」
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
方
法
は
、
例
え
ば
蘇
州
で
は
、
国
土
を
中
・
下
の

(

日

)

二
等
級
に
分
け
、
中
田
に
毎
畝
夏
税
銭
四
文
四
分
、
秋
米
八
升
、
下
回
に
三
文
三
分
、
七
升
四
合
を
賦
課
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
江

南
地
方
で
紬
絹
綿
が
夏
税
の
正
税
と
さ
れ
た
の
は
員
宗
の
威
卒
三
年
(
一

O
O
O
)
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
夏
税
銭
の
額
は
正
税
紬
絹
綿
の

額
を
算
定
す
る
指
数
と
な
っ
た
。
雨
新
の
身
丁
銭
は
こ
の
年
五
月
二
十
三
日
の
一
路
款
に
よ
っ
て
、
濁
自
に
絹
で
折
納
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て

(
日
〉

い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
丁
身
盟
銭
」
は
毎
畝
の
税
銭
額
中
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
別
途
賦
課
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
呉
越
の
身
丁
銭
が
大
中
鮮
符
四
年
の
菟
除
令
で
莞
放
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
の
蘇
州
の
よ
う
に
五
代
以
来
の
丁
身
盟
銭
が
太
卒
輿
園

-123ー

五
年
の
税
制
整
備
の
際
に
、
毎
畝
の
「
税
銭
」
額
中
に
組
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
濁
立
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
事

態
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
宋
初
南
漸
路
に
編
入
さ
れ
て
い
た
一
幅
州
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
南
街
に
お
い
て
は
、
北
宋
も
末
に
な
っ
て
、
軍
盟
の
白
配
化
し
た
身
丁
税
が
出
現
す
る
。
こ
れ
は
五
代
呉
越
の
丁
口
盟
銭
と
は
明
ら

か
に
別
系
統
の
も
の
で
あ
り
、
次
簡
で
扱
い
た
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
宋
が
南
街
路
に
編
入
し
た
鎮
江
府
と
常
州
を
除
外
し
た
が
、
そ
の
理
由

547 

は
こ
の
地
が
銭
倣
の
こ
ろ
に
は
南
唐
領
で
あ
り
、
や
が
て
後
周
に
奪
わ
れ
て
宋
代
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
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(
一
一
)

南
唐
の
戸
口
盟
銭

こ
こ
で
は
、
蓄
南
唐
領
で
あ
っ
た
宋
代
江
南
東
西
路
、
准
南
東
西
路
お
よ
び
祈
西
北
部
の
鎮
江
府

・
常
州
の
身
丁
税
を
封
象
と
す
る
。

南
唐
の
前
身
で
あ
る
臭
で
は
、
銭
額
制
の
「
丁
口
課
調
」
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

(

口

)
た
。
宋
代
に
現
れ
る
身
丁
税
は
、
南
唐
も
終
末
近
く
、
准
南
壇
場
を
後
周
世
宗
に
奪
わ
れ
て
以
後
に
白
配
化
し
た
「
戸
口
瞳
銭
」
の
系
譜
を
引

く
身
丁
税
で
あ
る
。
南
唐
に
は
夏
税
の
正
税
以
外
の
「
沿
征
銭
物
」
と
し
て
、
盟
博
紬
絹
・
加
耗
称
綿

・
戸
口
盟
銭
・
耗
脚
・
斗
面
・
瞳
博
餅

(

問

)

斗
・
臨
酒
麹
銭
・
率
分
紙
筆
銭
・
新
生
望
戸
銭
・
甲
料
紙

・
瞳
博
綿
・
公
用
銭
・
米
鋪
槻
藍
麗
米

・
麺
脚
銭
等
一
四
の
項
目
が
あ
っ
た
が
、
後

(

川

口

)

主
李
煙
の
保
大
十
六
年
(
九
五
八
)
、
准
南
を
後
周
に
奪
わ
れ
て
以
後
は
盟
の
支
給
が
不
可
能
と
な
り
、
瞳
の
支
給
を
前
提
と
す
る
盟
博
餅
斗

・

こ
れ
は
す
で
に
順
義
中
(
九
一
一
一

|
九
一
一
六
)
に
慶
止
さ
れ

盟
博
紬
絹

・
盟
博
綿

・
盟
脚
銭
や
戸
口
盟
銭
は
す
で
に
白
配
化
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
宋
代
に
な
っ
て
も
、
例
え
ば
銭
江
府
の
場
合
、
大
中
鮮

符
年
開
(
一

O
O八
!
一

O
一
六
〉
の
夏
税
に
、

「
盟
脚
鏡

一
七
貫
七

O
O文
」
、
秋
税
に
苗
米
と
「
盟
米
二

O
、

絹
・
羅
・
紙
・
紬

・
大
小
姿

・
銭
お
よ
び
「
瞳
銭
八
、

(

却

〉

四
九
六
石
」
が
あ
っ
て
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
縫
承
さ
れ
て
い
る
。

一
O
一
貫
」

「
盟
絹
三
、

五
五
四
疋
」
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「
雑
銭
」
は
税
銭
に
制
到
し
三
九

・
五
%
の
比
率
で

(

幻

〉

各
戸
の
田
畝
に
繰
り
込
ま
れ
、
正
税
と
は
別
の
折
債
で
紬

・
絹
・
綿
に
折
饗
さ
れ
、
銭
納
し
な
い
。
こ
の
「
雑
銭
」
は
、

徽
州
に
は
「
雑
銭
」
と
呼
ば
れ
、
紬
絹
綿
で
折
納
す
る
所
調
「
雑
繁
之
賦
」
が
あ
っ
た
。

「
堕
銭
」
「
麹
銭
(
見

銭)」

「
脚
銭
」
の
穂
稽
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
「
盟
銭
」
は
、
「
官
、

口
に
楼
り
て
食
盟
を
給
し
て
其
の
直
を
数
む
」
と
い
う

「
戸
口
盟
銭
」

が
白
配
化
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
南
唐
の
沿
徴
の
う
ち
、
盟
の
支
給
を
前
提
と
し
て
い
た
も
の
は
、
九
五
八
年
の
盟
場
喪
失

の
後
白
配
化
し
、
宋
初
の
均
税
後
は
鎖
江
府
・
徽
州
な
ど
で
「
盟
鎮
」
「
見
銭
」
「
脚
銭
」
「
盟
米
」
「
瞳
絹
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
「
雑
費
之
賦
」

と
し
て
夏
秋
正
税
と
と
も
に
田
畝
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
き
に
見
た
大
中
鮮
符
四
年
の
身
丁
銭
菟
除
令
は
、
准
南
・
江
南
を
そ
の
劃
象
に
含
ま
な
い
。
し
か
も
翌
年
に
は
、
江
南
・
准

(

辺

)

南
の
「
丁
身
盟
米
銭
」
の
折
科
を
兎
除
し
た
も
の
の
、
丁
身
盟
米
銭
の
賦
課
そ
れ
自
鐙
は
底
止
し
て
お
ら
ず
、
後
に
見
る
よ
う
に
折
科
の
菟
除

と
こ
ろ
で
、



も
徹
底
し
て
い
な
い
。
と
も
に
丁
目
賦
課
の
腫
銭
で
あ
り
な
が
ら
、
宋
初
に
「
雑
繁
之
賦
」
と
し
て
田
税
に
準
じ
る
慮
理
を
さ
れ
た
南
唐
の
戸

口
瞳
銭
は
、
雨
前
と
は
ち
が
う
道
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
結
果
、
江
南
・
准
南
で
は
、
大
中
鮮
符
四
年
の
身
丁
銭
兎
除
令
の
封
象
か
ら
外
さ
れ
た

こ
と
の
ほ
か
に
、

一
つ
の
問
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
、

国
産
を
も
た
な
い
客
戸
に
射
す
る
丁
ロ
盟
鎮
の
賦
課
が
と
り
蔑
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「雑
饗
之
賦
」
も
回
土
に
割
り
付
け
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
従
来
客
戸
に
も
賦
課
さ
れ
て
い
た
丁
口
瞳
銭
の
総
額
の
一
部
は
客
戸
負
措
部
分
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
盤
法
の
饗

(

幻

)

化
に
と
も
な
い
、
盟
銭
が
回
畝
に
割
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
客
戸
の
負
措
が
と
り
残
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
華
北
で
も
見
ら
れ
た
。

(
M〉

江
寧
府
(
建
康
府
〉
の
上
元
等
五
鯨
で
は
主
戸
・
客
戸
と
も
に
丁
口
瞳
銭
の
賦
課
が
あ
っ
て
絹
綿
で
折
納
し
、
鎮
江
府
の
管
下
三
懸
の
主
・
客

(

お

〉

戸
の
「
丁
絹
」
は
南
宋
は
じ
め
に
も
な
お
菟
除
さ
れ
ず
、
そ
の
負
捨
額
は
不
均
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
常
州
に
は
南
宋
は
じ
め
、
無
錫
鯨
の
諸

(

部

〉

郷
に
「
税
戸
盤
銭
」
「
下
戸
募
脚
盤
銭
」
と
い
う
紬
絹
折
納
の
盟
銭
が
あ
り
、
同
じ
く
宜
輿
蘇
に
も
「
丁
身
瞳
銭
」
と
呼
ば
れ
る
丁
ロ
盟
銭
が

あ
っ
て
、
「
無
税
産
人
戸
」
は
毎
丁
二

O
O文
を
牧
め
た
が
、
第
四
・
第
五
等
戸
で
墓
地
を
有
す
る
者
は
、
経
界
法
の
貫
施
後
も
正
税
の
ほ
か

に

「
丁
盟
絹
」
を
帯
納
さ
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
「
折
島
銭
」
と
し
て
聴
納
し
て
い
た
。
こ
の

「
丁
盟
絹
」
は
、
同
州
の
無
錫

・
武
道
・
菅
陵
の
三

(

幻

)

鯨
で
は
す
で
に
各
戸
の
国
産
上
に
割
り
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
宜
輿
鯨
だ
け
が
丁
を
劉
象
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

(
叩
山
〉

後
周
の
征
服
以
前
に
南
唐
の
支
配
下
に
あ
っ
た
准
南
で
は
、
仁
宗
期
、
新
州
に
「
盟
麹
銭
」
が
あ
っ
た
ほ
か
、
野
州
に
「
去
来
常
な
ら
ず
」

(

却

〉

(

叩

〉

と
い
わ
れ
る
「
僑
戸
」
す
な
わ
ち
客
戸
の
「
丁
銭
」
が
あ
り
、
神
宗
期
の
揚
州
に
「
丁
ロ
盟
銭
」
「
盟
博
絹
米
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
准
南
で
は

(

但

)

政
和
三
年
(
一
二
三
〉
、
輩
盟
と
は
別
に
「
丁
ロ
盟
銭
」
に
濁
し
で
も
蓄
衆
ど
お
り
債
銭
を
徴
牧
す
る
よ
う
詔
し
て
お
り
、
准
南
の
「
丁
口
瞳

銭
」
が
、
輩
盟
系
の
盟
銭
と
は
明
ら
か
に
そ
の
系
統
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
南
宋
准
南
の
笹
田
で
は
、
隆
輿
元

(

M

M

)

 

年
三
二
ハ
三
)
、
監
荘
に
充
て
ら
れ
た
三
等
以
上
の
主
戸
の
身
丁
銭
を
菟
除
し
、
乾
道
六
年
〈
二
七
O
)
に
は
和
州
の
「
五
等
以
下
戸
」
の
身

(

お

)

(

引

品

〉

丁
銭
を

一
年
菟
除
し
、
翌
年
に
は
民
兵
に
徴
設
さ
れ
た
丁
の
身
丁
銭
を
菟
除
し
て
い
る
が
、
淳
照
八
年
(
二
八
一
)
の
皐
害
に
と
も
な
う
そ
の

(

お

)

年
の
身
丁
銭
菟
除
の
劃
象
に
は
「
准
東
八
州
、
准
西
八
州
軍
」
す
な
わ
ち
准
南
の
ほ
ぼ
全
域
が
奉
げ
ら
れ
て
お
り
、
江
南
同
様
、
宋
末
ま
で
身

-125ー
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丁
税
菟
除
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

五
代
南
唐
の
「
丁
目
盟
銭
」
の
系
統
を
引
く
盟
銭
系
の
身
丁
税
は
、
宋
代
を
通
じ
て
つ
い

に
菟
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

fヘ、

、、J

聞

の

身

丁

銭

五
代
の
闘
が
支
配
し
た
諸
州
の
う
ち
、
一
隅
州
は
九
四
五
年
の
滅
亡
の
後
は
呉
越
領
と
な
り
、
太
卒
輿
園
三
年
(
九
七
八
)
五
月
、
雨
新
の
十
二

州
と
と
も
に
宋
に
献
納
さ
れ
た
。

ま
た
、
建
州
(
建
寧
府
〉
と
汀
州
は
南
唐
の
支
配
下
に
入
り
、

留
従
放
の
後
を
承
け
て
泉
州

・
一
律
州
に
援
っ

た
清
源
節
度
使
陳
洪
準
は
、
呉
越
滅
亡
に
一
年
先
ん
じ
て
宋
朝
に
降
伏
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
閣
の
崩
壊
後
の
諸
州
の
動
向
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
が
、
こ
こ
に
は
共
通
し
て
間
以
来
の
身
丁
銭
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
ず
、
一
帽
州
に
つ
い
て
、

『三
山
志
』
に
よ
っ
て
そ
の
身
丁
銭
が
宋
初
ど
の
よ
う
に
鹿
理
さ
れ
た
か
を
見
る
。
太
平
輿
園
五
年
、
商
新
一
帯
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の
税
銭
を
整
理
す
る
た
め
に
中
央
か
ら
汲
遣
さ
れ
た
王
永
・
高
象
先
ら
は
、
一
幅
州
に
お
い

て
「
偽
閣
の
時
の
白
配
銭
」
二

O
、
三
八
四
貫
四

O

O
有
奇
と
餅
斗
九
二
、

七
O
O除
石
お
よ
び
官
荘
回
の
租
米
八
一
、
三
四
八
石
有
奇
を
一
括
し
て
一隅
州
の
「
租
額
」
と
な
し
た
。
そ
の
額
は
夏

税
銭
二
O
、
三
八
四
貫
有
奇
お
よ
び
苗
米
一
七
三
、
九
四

O
齢
石
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
と
き
額
定
さ
れ
た
一幅
州
の
「
夏
税
銭
」
穂
額

は
、
聞
園
以
来
の
「
白
配
」
の
銭
額
の
総
計
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
中
国
」
は
毎
畝
産
銭
四
文

「
下
回
」
は
毎
畝
産
銭
四
文
四
分
、
苗
米
七
升
四
合
、
園
は
毎
畝
一

O
文
、
と
い
う
ふ
う
に
田
土
の
等
級
に
封
躍
し
た
夏

つ
い
で
著
作
佐
郎
の
李
安
に
よ
り
、

四
分
、
苗
米
八
升
、

税
産
銭
・
苗
米
の
賦
課
率
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
と
き
「
丁
は
人
ご
と
に
銭
百
文
を
職
む
L

と
し
て
、
身
丁
銭
の
額
を
毎
丁
一

O
O文
と
定

(
お
)

め
た
。
こ
う
し
て
そ
の
後
も
毎
丁

一
O
O文
の
身
丁
銭
の
徴
牧
が
績
け
ら
れ
、
大
中
鮮
符
四
年
の
菟
除
令
に
よ
っ
て
身
丁
銭
二
二
、
六
七
五
貫

が
克
放
さ
れ
た
。
一
隅
州
で
は
こ
の
後
も
身
丁
銭
が
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
。

一
幅
州
に
お
け
る
聞
の
身
丁
銭
の
庭
理
に
あ
た
っ

て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
聞
の
税
制
に
お
け
る
銭
額
制
の
課
税
全
穫
を
ま
ず
「
夏
税
銭
」
と
な

し
、
こ
れ
を
回
畝
に
く
り
こ
む
「
産
銭
」

(成
卒
三
年
以
後
は
夏
税
正
税
絹
由
巾
の
額
を
算
定
す
る
た
め
の
指
数
と
な
る
〉

と

丁
に
賦
課
す
る

「
身
丁



銭
」
と
に
分
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
銭
額
の
身
丁
銭
が
濁
立
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
大
中
群
符
四
年
の
菟
除
令
は
賀
行
さ
れ

な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
沿
岸
部
の
湾
州
・
泉
州
・
輿
化
軍
で
は
、
す
で
に
陳
洪
準
の
降
伏
以
前
に
身
丁
銭
が
米
五
斗
に
折

慶
さ
れ
て
お
り
、
宋
朝
は
こ
れ
を
官
斗
で
七
斗
五
升
と
校
量
し
て
徴
牧
し
て
い
た
。
し
か
し
米
で
納
め
さ
せ
て
い
る
が
故
に
、
大
中
群
符
四
年

(

幻

〉

の
免
除
に
際
し
て
は
、
身
丁
銭
で
は
な
い
と
し
て
問
題
に
さ
れ
ず
、
身
丁
米
が
そ
の
ま
ま
存
績
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(

お

)

こ
れ
ら
三
州
軍
で
は
、
そ
の
後
皇
拡
三
年
ハ
一

O
五
一
)
に
な
っ
て
、
主
戸
は
毎
丁
五
斗
、
客
戸
は
三
斗
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
た
が
、
南
宋

に
至
っ
て
も
菟
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
も
に
一
幅
建
路
に
あ
り
、
大
中
祥
符
四
年
の
菟
除
封
象
と
さ
れ
な
が
ら
、
一
幅
州
で
は
こ
れ
が
全

額
兎
除
さ
れ
、
淳
州
・
泉
州
・
輿
化
軍
で
菟
除
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
後
者
に
お
い
て
す
で
に
身
丁
銭
の
米
へ
の
折
饗
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
以
外
に
は
な
い
。
南
唐
の
場
合
と
同
様
、
身
丁
銭
の
折
蟹
と
い
う
既
成
事
賓
が
菟
放
を
妨
げ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
泉
州
等
三
州
軍
の
身

丁
米
は
、
客
戸
を
も
針
象
と
す
る
身
丁
銭
の
銭
額
を
そ
の
ま
ま
米
に
折
愛
し
た
た
め
に
、
嘗
初
は
主
客
戸
一
律
の
賦
課
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

貼
、
南
唐
の
場
合
と
は
若
干
事
情
が
異
な
る
。

(

却

〉

こ
の
ほ
か
一
幅
建
で
は
、
南
宋
の
孝
宗
の
こ
ろ
、
建
州
(
建
寧
府
)
・
南
創
州
・
汀
州
・
都
武
軍
に
「
丁
盟
紬
絹
」
が
あ
り
、
紬
絹
折
納
の
起
源
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は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
諸
州
軍
は
す
で
に
九
四
五
年
以
後
南
唐
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
江
南
同
様
の
事
態
が
進
行
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

〈

四

)

南
漢
の
身
丁
銭
米

南
漢
時
代
の
贋
南
に
お
け
る
課
税
の
貫
態
を
俸
え
る
史
料
は
少
な
い
。
た
だ
、
沿
徴
と
し
て
は
、
劉
鎮
の
と
き
、
税
米
一
石
に
針
し
て
一
六

(

川

叫

〉

(

H

U

)

O
文
を
納
め
る
「
白
配
銭
」
が
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
、
毎
丁
一

O
文
を
納
め
る
身
丁
銭
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
増
額
し
て
一
戸
に
つ
き

(

必

)

一
丁
が
身
丁
銭
敷
百
文
と
米
一
石
を
納
め
て
い
た
。
こ
の
う
ち
銭
額
制
の
身
丁
銭
は
大
中
群
符
四
年
に
菟
除
さ
れ
た
が
、
丁
米
は
菟
除
さ
れ
ず

一
丁
一
石
と
い
う
均
率
賦
課
で
は
な
く
、
こ
こ
で
も
や
は
り
宋
初
の
税
制
整
備
の
過
程
で
主
戸
に
封
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宋
代
を
通
じ
て
賦
課
さ
れ
た
。
し
か
し
、
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し
て
は
国
土
に
割
り
付
け
ら
れ
て
「
雑
嬰
之
賦
」
の
一
種
と
化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
客
戸
へ
の
丁
米
賦
課
が
残
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

華
北
と
課
税
方
式
を
異
に
す
る
華
南
地
方
に
お
い
て
、
絹
南
の
夏
税
正
税
化
が
な
さ
れ
た
の
は
、
員
宗
の
威
卒
三
年

C
O
O
-
O
)
以
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
元
来
絹
の
生
産
が
少
な
い
贋
南
地
方
で
は
、
絹
で
は
な
く
布
を
夏
税
の
正
税
と
し
、
銭
・
盟
を
折
愛
し
て
こ
れ
を
納
付
さ
せ

(

必

)

(

川

崎

)

た
。
十
一
世
紀
の
前
半
、
康
南
西
路
の
夏
税
布
の
折
債
は
、
一
匹
が
二

O
O文
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
贋
南
地
方
は
、
絹
と
布
と
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
江
南
や
南
湖
、
一
描
建
地
方
と
同
様
、

「
税
銭
」
を
媒
介
と
す
る
夏
税
正
税
化
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
税
銭
額

を
指
数
化
し
て
布
の
額
を
算
定
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
布
の
額
か
ら
税
銭
額
お
よ
び
苗
米
の
額
を
定
め
る
。

『
永
楽
大
典
』
巻
一
一
九

O
七
、
十
八
差
、
慶
、
康
州
府
三
の
回
賦
に
引
く
『
謹
川
志
』
に
は
、
連
州
の
税
賦
と
し
て
、

今
、
江
新
・
一
幅
建
内
郡
、
多
く
産
銭
を
以
て
税
を
紐
す
。
此
の
郡
、
濁
り
田
畝
の
等
第
を
以
て
夏
布
を
紐
し
て
準
と
帰
す
。
毎
歳
の
上
供

銀
、
夏
秋
の
二
役
、
五
等
の
丁
米
、
皆
な
田
布
を
硯
て
多
寡
を
魚
す
。
然
し
て
三
懸
諸
郷
、
又
た
各
お
の
等
第
を
分
つ
。

且
く
負
郭
を
以

銭
四
百
文
足
を
折
納
す
。

(
中
略
)
叉
た
苗
米
四
斗
正
を
納
む
。

〈
中
略
)
文
た
役
銭
一
百
四
十
足
を
納
む
。

一
等
を
降
る
毎
に
、
布
六
寸
を
減
ず
。
布
一
疋
を
管
す
る
毎
に

丁
米
は
五
等
に
分

(
中
略
)
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て
之
れ
を
言
わ
ば
、
家
に
回
一
畝
有
り
、
上
の
上
等
、
布
六
尺
を
管
す
。

っ
。
腰
ゆ
る
人
戸
の
、
布
十
疋
以
上
よ
り
三
疋
五
尺
を
管
す
る
を
一
等
二
等
三
等
と
篤
し
、
人
戸
一
口
毎
に
丁
米
四
斗
を
折
納
し
、
銭
一

貫
二
十
文
省
を
計
る
。
三
疋
四
尺
五
自
り

一
疋
四
尺
に
至
る
を
四
等
と
矯
し
、
人
戸

一口
毎
に
丁
米
二
斗
四
升
を
折
納
し
、
銭
六
百
二
十

五
文
省
を
計
る
。

一
疋
三
尺
よ
り
一
尺
に
至
る
を
五
等
と
矯
し
、
人
戸
一
口
毎
に
丁
米
七
升
三
合
を
折
納
し
、
銭
二
百
一
十
文
省
を
計

る。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
布
の
額
に
臆
じ
て
田
畝
の
等
紐
(
上
之
上
よ
り
下
之
下
ま
で
の
九
等
か
〉
を
定
め
、
上
の
上
等
は
布
毎
畝
六
尺
、
以
下
六
寸
ず

つ
遁
減
す
る
。

布
一
疋
ご
と
に
税
銭
四

O
O文
を
折
納
し
、

ま
た
苗
米
四
斗
、

夏
秋
二
料
の
役
銭

一
四

O
文
足
を
納
め
る
。

注
目
す
べ
き
は

「
丁
米
」
で
あ
る
。
丁
米
は
、
成
丁
を
単
位
と
す
る
均
率
賦
課
で
は
な
く
、
や
は
り
布
の
額
田
畝
に
割
腹
す
る
ー
を
基
準
に
五
等
級
に
分
け

て
科
徴
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、



一
、
二
、
三
等

布
三
疋
五
尺
J
一
O
疋
以
上

丁
米
四
斗
折
納
ハ
銭
一
貫
二
O
文
省
〉

四
等
五
等

布
一
疋
四
尺
J
三
疋
四
尺

丁
米
二
斗
四
升
折
納
(
銭
六
二
五
文
省
〉

布
一
尺
J
一
疋
三
尺

丁
米
七
升
三
合
折
納
(
銭
一
一
一

O
文
省
)

と
い
う
ふ
う
に
、
各
戸
の
布
の
額
の
多
少
に
麿
じ
て
納
め
る
べ
き
丁
米
の
額
が
五
等
(
こ
こ
で
は
て
二
、
三
等
が
一
括
さ
れ
て
三
等
級
と
な
っ
て
い

る
)
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
布
1

丁
米
|
銭
の
折
債
は
、
正
税
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
敷
値
を
示
す
。
丁
米
は
こ
の
よ
う
に
正
税
同

様
布
の
額
を
基
準
と
し
て
田
畝
に
繰
り
込
ま
れ
な
が
ら
、
夏
税
銭
・
苗
米
と
は
別
箇
の
基
準
で
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
連
州
だ
け
の
特
殊

な
慣
行
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
『
、
氷
祭
大
典
』
同
巻
同
項
に
元
代
の
地
志
『
南
海
士
官
を
引
き
、
そ
の
「
奮
志
」
に
慶
州
の
宋
代
の
税
賦
の

内
容
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
慶
州
の
税
目
は
、
田
銭
〈
税
銭
)
、
茶
鏡
、
夏
秋
料
役
銭
、
回
米
(
首
米
)
、
丁
米
か
ら
な
り
、
丁
米

の
管
額
(
南
宋
後
半
期
と
思
わ
れ
る
)
に
つ
い
て
は
、
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一
等
よ
り
四
等
に
至
る
、
六
五
、
七
六
三
石
有
奇
。
徐
は
五
等
に
係
る
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
「
丁
米
」
は
連
州
と
同
様
五
等
級
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
は
毎
丁
一
石
と
さ
れ
て
い
た
慶
南
の
了
米
は
、
宋
代
に
な
っ
て
布
の
額
(
税
銭
)
を
媒
介
に
し
て
国
税
化
し
、

で
五
等
級
に
分
け
て
賦
課
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
饗
化
を
も
た
ら
し
た
契
機
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
夏
税
布
の
正
税
化
で
あ
る
。
廉
南
で
は
布

の
正
税
化
に
と
も
な
い
、
布
の
額
を
基
準
に
税
鏡
・
苗
米
の
額
を
定
め
、
丁
米
も
布
の
額
を
基
準
に
折
債
し
て
五
等
級
に
分
け
て
主
戸
下
の
田

苗
米
と
は
別
の
基
準

畝
に
繰
り
込
ん
だ
。
名
稽
は
丁
米
で
あ
る
が
、
沿
徴
を
折
愛
し
た
黙
で
は
「
雑
饗
之
賦
」
で
あ
り
、
主
戸
に
つ
い
て
は
国
税
化
し
て
い
る
。

客
戸
の
場
合
、
前
引
『
浬
川
士
山
』
の
原
文
に
は
五
等
の
丁
米
額
を
記
し
た
直
後
に
「
無
客
田
丁
同
」
と
あ
り
、

(
五
等
に
)
同
じ
L

の
意
と
解
さ
れ
る
。
国
産
の
な
い
客
戸
は
、

こ
れ
は

「
無
田
の
客
丁
は

第
五
等
級
の
丁
米
額
を
負
捨
し
た
の
で
あ
る
。

身
丁
税
が
「
雑
費
之
賦
」
化

し
て
客
戸
の
負
措
が
残
さ
れ
た
黙
で
は
、
南
唐
や
閣
の
身
丁
税
と
同
じ
道
を
た
ど
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
慶
南
に
お
け
る
客
戸
の
丁
米
負
携
に
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つ
い
て
は
、
潮
州
の
例
が
か
な
り
詳
し
く
そ
の
責
態
を
示
し
て
い
る
。
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『
永
祭
大
典
』
巻
五
三
四
三
、
十
三
粛
、
潮
、
潮
州
府
の
回
賦
に
は
、

と
、
苗
米
・
産
銭

・
役
鏡
を
賦
課
さ
れ
る

「産
戸
」
と
並
ん
で
、

(
M
M
)
 

『
三
陽
闘
志
』
を
引
い
て
宋
代
の
税
制
を
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

「
丁
銭
を
米
に
折
」
す
る
「
白
丁
」
が
お
り
、
丁
米
の
負
措
は
は
じ
め
産
戸

よ
り
や
や
重
か
っ
た
。
こ
の
白
丁
の
納
め
る
丁
銭
は
も
と

一、

0
0
0文
で
、
米
で
折
納
す
る
と
き
は
そ
の
折
科
値
を
三
、
五

O
O足
と
し
て

毎
丁
五
五

O
文
、
折
米
債
二
、
八

O
O足
に
下
げ
ら
れ
た
。
白
丁
と
は
「
産
業
無
き

い
た
。
こ
れ
は
嘉
泰
年
間
(
一一一

O
一
J
一一一

O
四
)
に

の
民
」
と
い
わ
れ
客
戸
で
あ
る
。
潮
州
の
客
戸
の
丁
米
(
毎
丁
二
斗
五
升
)
が
全
菟
さ
れ
た
の
は
、
元
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た

潮
州
蘇
城
四
廟
の
居
民
|
客
戸
ー
に
は
「
身
丁
銭
」
の
賦
課
が
あ
り

丁
籍
に
も
と
、、つ
い
て
徴
牧
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
淳
一
路
三
年
(
一
二
四

一
二
)
、
負
捲
し
て
い
た
七
、
七

O
三
戸
す
べ
て
に
つ
い
て
菟
除
さ
れ
た
。

康
南
の
身
丁
米
は
、
財
政
上
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
毎
年
の
成
丁
額
を
把
握
し
て
見
在
の
納
税
者
を
も
と
に
増
減
す
れ
ば
よ
く
、

(
日
明
)

「
其
の
法
甚
だ
備
わ
る
一」
と
し
て
、
む
し
ろ
丁
米
の
賦
課
の
簡
便
さ
が
評
債
さ
え
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
西
の
梅
州
で
は
客
戸
が
丁
米
を
納

(

U

)

(

川
町
〉

め
て
お
り
、
と
こ
の
軍
糧
は
一全
て
丁
米
に
た
よ
っ
て
い
た
。
ま
た
慶
州
で
は
丁
米
の
負
捨
が
重
く
、
一
丁
で
八
斗
六
升
を
職
め
る
者
も
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
丁
あ
た
り
の
丁
米
額
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
蹟
州
の
ほ
か
、
欽
州

・
宜
州

・
融
州
・
卒
州
・
翻

(

川

叩

)

州
な
ど
で
は
、

一土
丁
と
し
て
徴
設
さ
れ
た
丁
|
主
戸
で
あ
る
|
の

「
身
丁
税
銭
」
は
菟
除
さ
れ
た
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
贋
南
地
方
で
は
、
南
漢
以
来
の
身
丁
米
は
夏
税
布
の
正
税
化
に
と
も
な
っ
て
国
税
化
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
主

戸
に
つ
い
て
は
布
の
額
を
基
準
に
五
等
級
に
分
け
て
回
畝
に
賦
課
し
、
客
戸
に
劃
し
て
は
主
戸
の
最
下
級
と
同
額
の
負
措
と
し
た
。
康
南
の
丁

米
は
、
苗
米
の
不
足
を
補
う
と
い
う
財
政
上
の
問
題
も
あ
り
、
南
宋
末
ま
で
菟
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(

五

)

楚
の
採
木
税
お
よ
び
荊
南
(
南
卒
)
の
丁
身
盟
麹
銭

宋
代
の
荊
湖
南
北
路
は
、
五
代
の
時
期
に
は
、
荊
南
節
度
使
高
季
興
が
江
陵
府
を
中
心
に
建
て
た
南
卒
と
、

っ
て
湖
南
地
方
を
支
配
し
た
楚
が
あ
っ
た
ほ
か
、
宋
代
荊
湖
北
路
の
東
北
隅
の
安
州
(
徳
安
府
)
・
復
州
あ
た
り
は
五
代
に
は
後
梁
以
来
、

馬
肢
が
長
沙
府
(
溜
州
)
に
按
一
貫



し
て
中
原
諸
朝
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
。
宋
代
荊
湖
地
方
の
身
丁
税
の
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
五
代
の
時
期
の
支
配
領
域
の

ち
が
い
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

馬
氏
の
楚
の
領
域
で
は
、
園
都
で
あ
っ
た
海
州
(
長
沙
府
)
で
、
早
く
も
乾
徳
元
年
(
九
六
一
二
)
六
月
、

(

印

)

(

日

)

除
さ
れ
、
衡
州
・
岳
州
で
も
同
年
コ
一
税
の
外
に
賦
す
る
所
の
米
」
を
除
放
し
た
。
酒
州
に
は
「
馬
氏
の
暴
数
」
の
一
つ
に
「
人
、
歳
ご
と
に

(

臼

)

絹
を
出
す
」
地
税
と
稽
す
る
課
税
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
地
税
と
稽
し
て
い
る
が
丁
寧
位
の
課
税
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
威
卒
四
年
(
一

(

臼

)

0
0
一
)
に
は
荊
湖
南
北
路
を
封
象
と
し
て
逃
戸
の
「
丁
銭
」
が
始
め
て
検
閲
さ
れ
、
大
中
詳
符
四
年
に
は
荊
湖
南
北
の
身
丁
税
は
菟
除
さ
れ

た
。
し
か
し
慶
暦
四
年
(
一

O
四
四
)
に
は
、
衡
州
・

道
州
や
桂
陽
監
の
賊
の
被
害
に
あ
っ

た
地
方
に
射
し
て
、
そ
の
「
見
欠
の
身
丁
銭
」
を
克

(

U

A

)

 

除
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
州
の
身
丁
銭
の
貫
睦
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

『
宋
曾
要
』
食
貨
七

O
賦
税
雑
録
、
皇
祐
三
年
(
一

O
五
一
〉
七
月
二
十
八
日
の
僚
に
、

「
諸
蘇
の
嘗
例
の
雑
配
之
物
」
が
兎

湖
南
南
部
の
身
丁
銭
は
、

詔
し
て
湖
南
の
榔

・
永
・
桂
陽
監
等
の
鹿
に
下
し
て
、
人
戸
の
納
む
る
所
の
丁
身
米
は
、
毎
丁
特
に
三
斗
二
升
を
減
ず
。
先
に
馬
氏
、
湖

湘
に
擦
る
の
目
、
民
間
に
科
し
て
採
木
せ
し
め
、
貧
富
を
以
て
せ
ず
、
丁
を
計
り
て
敷
を
取
る
。
園
初
、
時
運
使
司
、
務
め
て
民
力
を
省
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き
、
奏
し
て
直
を
量
り
て
紐
米
し
、
税
に
随
い
て
以
て
納
め
ん
こ
と
を
請
う
。
之
れ
を
行
う
こ
と
己
に
久
し
く
、
高
下
等
し
か
ら
ず
、
貧

者
之
れ
に
苦
し
む
。

と
い
う
よ
う
に
、
馬
氏
の
時
代
、
材
木
伐
採
を
科
し
て
徴
牧
し
て
い
た
丁
税
を
、
宋
初
の
段
階
で
米
に
折
襲
し
、
正
税
苗
米
と
と
も
に
納
め
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
名
稽
は
丁
身
米
で
あ
っ
て
も
、
各
戸
の
回
畝
に
繰
り
込
ま
れ
て
以
後
は
「
高
下
等
し
か
ら
」
ざ
る
欣
態
に
な
っ
て

お
勺
、
こ
の
年
一
丁
あ
た
り
三
斗
二
升
を
減
じ
て
以
後
、
毎
歳
の
菟
除
額
は
一

O
高
石
を
下
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
丁
身
米
」
は
、
こ

れ
か
ら
八
年
後
、
『
宋
曾
要
』
食
貨
七

O
鏑
放
、
嘉
一
疏
四
年
〈
一

O
五
九
)
十
月
の
赦
書
に
、
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湖
南
の
榔
・
道
・
永
州
・
桂
陽
監
及
び
衡
州
茶
陵
鯨
の
夏
秋
二
税
の
外
、
毎
丁
別
に
銭
・
絹
・
豆
・
薬
物
・
箭
鋒
を
納
む
る
者
、
無
業
の

者
は
牽
く
除
く
を
予
し
、
有
業
の
者
は
牢
ば
を
減
ず
る
を
予
す
。
自
今
、
丁
を
準
む
る
に
、
更
に
添
納
せ
ざ
れ
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
銭
・
絹
・
褒
・
豆
・
薬
物
・
箭
鋒
な
ど
で
折
愛
さ
れ
、

(

日

)

「税
銭
」
を
媒
介
に
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
っ
て
、
や
は
り
「
雑
鑓

之
賦
」
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
沿
徴
が
田
税
に
準
じ
る
慮
理
を
さ
れ
た
た
め
、
客
戸
に
劃
す
る
賦
課
が
残
っ
て
い
た
。

こ
の
年
客
戸
へ
の
賦
課
は
全
額
克
除
さ
れ
、
主
戸
に
射
し
て
は
そ
の
牢
額
を
蒐
除
す
る
と
と
も
に
、
以
後
の
増
丁
分
に
つ
い
て
は
賦
課
さ
れ
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
、
南
宋
に
入
る
と
、
こ
の
三
州

一
監

一
懸
に
は
逃
亡
し
た
丁
の
税
数
が
累
積
し
、
「
民
、
極
め
て
以
て
患
と
篤
す
」
朕
態

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
道
州
の
丁
米
一
七
、

0
0
0除
石
の
う
ち
牢
額
を
田
畝
に
割
り
付
け
、
中
十
額
を
丁
に
賦
課
す
る
方
式
が
提
案
さ

れ
、
つ
い
で
三
分
の
こ
を
田
畝
に
、
三
分
の
一
を
身
丁
に
と
い
う
案
も
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で
は
毎
丁
二
斗
有
奇
を
聡
め
て
貧
戸
に
は
過
重
で

(

日

)

あ
る
と
し
て
、
結
局
丁
に
賦
課
す
る
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
紹
興
五
年
(
二
三
五
〉
に
は
全
て
奮
来
通
り
田
畝
上
に
均
敷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(

幻

)

こ
れ
ら
の
地
域
の
身
了
銭
が
全
兎
さ
れ
た
の
は
、
紹
興
十
四
年
(
二
四
四
〉
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

湖
北
の
江
陵
府
に
は
高
氏
が
こ
こ
に
譲
る
以
前
か
ら
沿
徴
と
し
て
の
「
丁
身
盟
麹
銭
」
が
あ
り
、
大
中
鮮
符
四
年
に
除
放
さ
れ
た
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、
江
陵
・
枝
江
の
二
鯨
に
は
仁
宗
の
こ
ろ
に
な
お
そ
の
「
除
数
」
が
存
し
、
多
く
は
亡
残
し
た
丁
の
負
措
額
で
あ
る
た
め
、
戸
長
や
地

(

日

)

郊
の
戸
が
代
納
し
て
い
た
と
い
う
。
荊
南
一
帯
の
「
丁
身
瞳
麹
銭
」
は
銭
額
銭
納
制
の
沿
徴
の
ま
ま
宋
初
に
至
り
、
大
中
鮮
符
四
年
に
菟
除
さ

れ
た
も
の
で
、
二
懸
に
の
み
残
っ
た
そ
の
「
齢
数
」
は
、
そ
の
庭
理
の
仕
方
か
ら
見
て
、
も
は
や
丁
口
賦
課
の
身
丁
税
と
み
な
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
南
宋
に
至
っ
て
も
兎
除
さ
れ
な
か
っ
た
。

北
宋
末
・
南
宋
期
南
街
路
の
身
丁
税
と
南
宋
期
湖
北
北
部
の
丁
米

こ
こ
で
扱
う
身
丁
税
は
、
前
節
で
見
た
五
代
の
沿
徴
と
し
て
の
身
丁
税
で
は
な
く
、
北
宋
末
期
お
よ
び
南
宋
期
に
、
雨
祈
と
湖
北
と
で
あ
ら

た
に
出
現
し
た
身
丁
税
で
あ
る
。
丁
口
賦
課
と
い
う
共
通
性
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の
貫
態
は
前
簡
で
見
た
諸
税
と
大
い
に
異
な
る
。

(

一

)

雨
新
の
身
丁
税



五
代
呉
越
の
丁
ロ
盟
銭
の
系
統
を
引
く
身
丁
銭
は
、
大
中
鮮
符
四
年
に
兎
除
さ
れ
て
い
た
が
、
北
宋
末
に
な
っ
て
こ
れ
と
は
別

系
統
の
身
丁
税
が
生
ま
れ
た
。
雨
新
に
は
奈
京
が
妙
法
を
貫
施
す
る
以
前
か
ら
、
官
が
一
丁
に
つ
き
輩
瞳
一
斗
を
支
給
し
て
、
民
に
銭
一
六
六

(

臼

)

文
を
納
め
さ
せ
る

「
丁
撞
銭
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
皇
結
中
(
一
O
四
九
J
五
=
一
)
に
紬
絹
を
時
債
で
納
め
さ
せ
る

「
丁
絹
」
に
蟹
わ
っ
た
。
呂
租

謙
に
よ
る
と
、
や
や
数
字
が
異
な
り
、
官
が
支
給
す
る
堕
は

一
斗
す
な
わ
ち
五
斤
、
一
斤
=
二
文
二
分
省
で
一
五
六
文
省
。
こ
れ
に
劃
し
て
絹

一
丈
二
尺
八
寸
を
納
め
さ
せ
る
が
、
中
寸
分
は
本
色
絹
で
納
め
さ
せ
、
中
十
分
は
見
銭
で
折
納
さ
せ
る
。
嘗
時
は
絹

一
匹
の
時
慣
が
一
貫
文
省
で
あ

(

印

)

っ
て
「
公
私
南
便
」
、
弊
害
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

雨
新
で
は
、

し
、
鈴
法
が
行
わ
れ
て
官
か
ら
の
瞳
の
支
給
が
止
ま
っ
て
賦
税
(
醗
銭
)
化
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
「
丁
絹
」
は
輩
瞳
の
劃
債
で
あ
っ
て
賦
税
で
は
な
い
。

銭
毎
丁
三
六

O
文
を
納
め
さ
せ
て
、

し
か

こ
れ
を
「
身
丁
銭
」
と

稿
し
た
と
い
う
。
准
南
・
雨
漸
に
お
い
て
最
終
的
に
輩
盟
の
支
給
を
停
止
す
る
一
方
、
針
債
の
六
割
を
額
と
定
め
て
銭
歎
を
納
付
さ
せ
る
こ
と

(
日
〉

と
し
た
の
は
、
政
和
三
年
(
一
二
三
)
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
楊
時
が
『
亀
山
集
』
巻
四
、
割
子
「
論
時
事
」
の
三
、
盟
法
に
「
今
輩
盟
支
せ

ら
れ
ず
し
て
絹
を
償
う
こ
と
菟
ぜ
ら
れ
ず
、
則
ち
盟
の
利
官
に
入
る
こ
と
己
に
多
し
」
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
額
は
、
す
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で
に
大
観
中
(
一
一

O
七
J
一
O
)
か
ら
、
湖
州
で
は
三
丁
に
つ
き
絹
一
疋
と
さ
れ
て
い
た
。
嘗
時
は
ま
だ
絹
が
賎
く
、
陪
費
の
弊
害
は
な
か
っ

た
と
い
う
が
、
そ
の
後
絹
債
が
高
騰
し
て
負
捲
が
過
重
と
な
っ
た
た
め
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
に
か
け
て
は
、
毎
丁
の
負
措
額
の
軽
減
や
増
丁

〈

的

出

)

分
へ
の
非
課
税
、
五
等
下
戸
に
劃
し
て
字
額
の
見
銭
折
納
を
許
可
す
る
な
ど
、
諸
種
の
方
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
湖
州
で
は
そ
の
後
、
紹
興
三
十

一
年
(
一
一
六
一
〉
に
増
丁
分
へ
の
賦
課
を
兎
じ
、
乾
遁
八
年
(
二
七
二
)
に
は
七
丁
で
絹
一
匹
ま
で
減
額
さ
れ
、

淳
回
一元
年
(
一
一
七
四
〉
に

は
見
銭
で
の
折
納
が
許
可
さ
れ
た
。
紹
興
府
で
も
乾
道
八
年
、
上
四
等
戸
は
毎
七
丁
絹
一
匹
、
五
等
戸
は
毎
一

O
丁
絹
一
匹
と
さ
れ
た
。
巌
州

は
乾
道
八
年
、
湖
州
と
同
じ
く
毎
七
丁
絹
一
匹
と
さ
れ
、
虚
州
で
も
こ
の
年
、
上
回
等
戸
は
毎
五
丁
絹
一
匹
、
五
等
戸
は
毎
八
丁
絹

一
匹
と
さ

(

臼

)

(

山

山

〉

れ
た
。
こ
れ
ら
諸
州
の
身
丁
税
が
贋
止
さ
れ
た
の
は
、
開
稽
二
年
(
一
二

O
七
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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北
宋
末
期
に
始
ま
っ
た
雨
漸
の
身
丁
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
貼
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
第
一
は
、
曾
我
一
部
・
柳
田
南
氏
と
も
雨
析
の
身
丁
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鏡
を
五
代
以
来
の
軍
盟
の
系
統
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
雨
氏
と
も
こ
の
身
丁
銭
は
客
戸
も
負
捨
し
た
と
し
て
い
る
こ
と
。
第
三

に
、
柳
田
氏
は
雨
祈
の
身
丁
銭
は
、
他
地
域
に
さ
き
が
け
て
土
地
を
基
準
と
す
る
田
税
や
、
戸
等
で
課
さ
れ
て
い
た
和
買
絹
の
中
へ
く
り
こ
ま

れ
て
行
く
傾
向
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
黙
で
あ
る
。

第
一
の
貼
に
つ
い
て
は
、
北
宋
初
期
以
来
の
雨
新
に
お
け
る
盟
法
の
接
選
の
中
で
慧
盟
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
南
街
で
輩
盟
支
給
が

底
止
さ
れ
、
針
債
と
し
て
の
「
丁
絹
」
が
賦
税
化
し
た
の
は
政
和
三
年
(
一
二
三
)
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
慶
暦
元
年
(
一

O
四
一
)

(
日
〉

に
は
京
東
路
で
、
回
一
寧
五
年
(
一

O
七
二
)
以
後
に
は
京
西
路
や
開
封
府
で
、
こ
れ
と
同
様
の
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

「盟
銭
」
科
徴
は
官
買
制

の
底
止
|
蟹
盟
支
給
の
停
止
ー
に
と
も
な
っ
て
必
然
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
輩
瞳
は
五
代
の
華
北
で
後
菅
以
来
、
人
戸
の
田
畝
に
賦
課

(

印

〉

さ
れ
、
宋
朝
が
こ
れ
を
縫
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
呉
越
の
盟
法
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
雨
漸
の
輩
盟
が
呉
越
以
来
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る

史
料
は
な
い
。
で
は
、
雨
断
で
は
な
ぜ
誰
盟
を
丁
翠
位
で
支
給
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、

江
南
・
雨
漸
で
は
薙
隈
元
年
ハ
九
八
四
)
に
盟
禁
が
解
除
さ
れ
、
官
貰
法
か
ら
逼
一商
法
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
江
南
で
は
奮
官
買
の
盤
利
五
三

(
m
w
)
 

高
五
千
絵
貫
の
う
ち
二
四
蔦
除
貫
を
盟
銭
徴
牧
額
と
な
し
、
税
に
障
っ
て
納
め
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
一
年
後
に
は
蓄
に
復
し

(

同

山

)

て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
新
は
宋
へ
の
鯖
厩
以
来
、
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一
年
聞
を
除
き
誼
盟
官
費
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
嘗
時
な
お
雨
新
で
は
全
域
で
呉
越
以
来
の

丁
身
盟
銭
の
賦
課
が
行
わ
れ
て
お
り
ー
そ
の
股
止
は
大
中
鮮
符
四
年
(
一

O
二
)
|
、
雨
新
語
盟
の
丁
皐
位
の
俵
散
は
こ
の
賦
課
方
法
に
合
わ

せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
額
毎
丁
二
ハ
六
文
(
ま
た
は
一
五
六
文
)
は
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
官
買
輩
盟
一
斗
の
割
債
で
、
五
代

の
沿
徴
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
雨
新
身
丁
税
は
宋
代
盟
政
上
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
輩
盟
系
身
丁
銭
に
お
い

て
も
客
戸
が
身
丁
銭
を
負
捲
し
た
と
す
る
曾
我
部
・
柳
田
雨
氏
の
見
解
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
宋
は
五
代

の
制
度
を
縫
承
し
て
輩
盟
は
田
畝
に
賦
課
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
雨
氏
の
主
張
の
論
擦
は
、
紹
興
府
に
お
け
る
和
買
の

科
数
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
化
し
た
和
買
は
紹
興
府
で
は
第
四
等
戸
ま
で
に
し
か
科
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
物
力
を
下
げ
、
戸
等
を

下
げ
て
第
五
等
戸
と
な
っ
て
負
措
を
逃
れ
る
戸
が
増
え
、
こ
れ
の
針
策
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
不
正
行
震
に
料
到
底
す
る
に
は
、
第



課
す
る
こ
と
は
か
れ
ら
に
過
重
な
負
携
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
棲
舗
が
『
攻
娩
集
』
巻
八
五
「
先
兄
巌
州
行
朕
」
で
、

た
だ
産
銭
を
基
準
に
割
り
付
け
れ
ば
、
上

五
等
戸
に
制刻
し
て
も
和
買
絹
を
賦
課
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
本
来
の
第
五
等
戸
が
含
ま
れ
て
お
り
、
第
五
等
戸
に
一
律
に
賦

「
身
丁
銭
は
み
な
下

戸
が
納
め
て
い
る
。
そ
の
額
を
綿
計
し
て
絹
若
干
と
な
し
、
和
買
絹
の
額
と
合
わ
せ
て
歳
額
と
し
、

戸
は
和
買
と
身
丁
と
を
賦
課
さ
れ
る
が
、
和
買
の
額
が
減
じ
て
お
り
、
下
戸
は
身
丁
に
加
え
て
和
買
を
賦
課
さ
れ
る
が
、
身
丁
の
負
携
が
非
常

「
有
丁
無
産
之
民
」
は
南
方
と
も
兎
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
っ
て
孝
宗
に
ほ
め
ら
れ
た
と
い
う
の
も
、
第
五
等

に
軽
く
な
る
。
ま
た
、

戸
劉
策
と
し
て
の
一
提
案
で
あ
る
。
ま
た
『
宋
禽
要
』
食
貨
七

O
賦
税
雑
録
、
慶
元
四
年
(
二
九
八
〉
十
二
月
四
日
の
注
端
義
の
上
奏
中
に
、

和
買
・
丁
絹
と
も
に
一
等
か
ら
五
等
ま
で
の
産
業
畝
頭
物
力
の
上
に
均
科
し
て
し
ま
え
ば
よ
い
、
曾
稽
鯨
に
は
三
、
三
王
三
丁
の
「
有
丁
無
産

者
」
が
い
て
そ
の
丁
絹
は
合
計
三
五
二
匹
二
尺
六
寸
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
無
産
で
あ
る
か
ら
、
畝
頭
均
教
の
和
買
と
は
無
関
係
で
た

だ
丁
絹
を
納
め
れ
ば
よ
い
、
と
見
え
る
。
曾
我
部
・
柳
田
南
氏
と
も
こ
の
「
有
丁
無
産
」
の
戸
を
客
芦
と
見
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
第
五
等
戸
封
策
は
買
は
在
端
義
の
一
意
一
見
で
は
な
く
、

か
れ
が
、

「
下
戸
を
優
値
す
る
の
読
に
三
有
り
」
と
い
う
う
ち
の
一
つ
で
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あ
り
、
在
端
義
は
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
)
舎
稽
懸
に
は
、
第
五
等
戸
の
身
丁
絹
が
四
、

四
一
六
匹

ま
た
、
三
、
三
五
三
丁
の
「
有
丁
無
産
者
」
が
い
て
そ
の
丁
絹
は
三
五
二
匹
二
尺
六
寸
(

b

)

で
あ
る
、
「
有
丁
無

産
者
」
に
は
身
丁
絹
だ
け
を
賦
課
す
る
と
す
れ
ば
、
「
有
丁
有
産
者
」
の
丁
絹
は
四
、

O
六
四
匹
九
尺
四
寸
(

C

〉
と
な
る
、
こ
の
額
で
畝
頭

均
科
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
に
よ
れ
ば
、

a
l
b
u
c
と
な
り
、
買
は
「
有
丁
無
産
者
」
の
丁
絹
額
は
第
五
等
戸
身

「
有
丁
無
産
」
の
戸
と
は
、
雨
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
な
客
戸
で
は
な
く
、
第
五
等

一
丈
二
尺
(

a

)

あ
り
、

丁
絹
の
額
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち

戸
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
五
等
戸
は
詑
戸
に
よ
る
偽
の
第
五
等
戸
で
は
な
く
、
所
謂

「
産
去
税
存
」
の
吠
態
の
員
の
第
五
等
戸
で
あ
る
。
呂

租
謙
も
そ
の
『
東
莱
集
』
の
巻
一
一
一
「
篤
張
巌
州
作
菟
丁
銭
奏
獄
」
で
、
乾
道
六
年
(
二
七
O
)
の
巌
州
各
懸
の
統
管
す
る
丁
数
が
一
一
一
二
、
三
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九
三
丁
、
そ
の
う
ち
「
第
五
等
有
産
税
戸
・
無
産
税
戸
」
の
者
が
一
一
一
、
六
七
五
丁
で
あ
る
、
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
「
無
産
税
戸
」
も
有

丁
無
産
の
第
五
等
戸
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
乾
遁
八
年
ハ
一
一
七
二
)
に
は
湖
州
、
巌
州
、
紹
興
府
、
鹿
州
な
ど
で
丁
絹
の
額
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が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
上
回
等
戸
と
五
等
戸
と
で
額
に
差
を
つ
け
な
が
ら
、
客
戸
に
つ
い
て
は
全
く
燭
れ
て
い
な
い
。
両
漸
で

客
戸
の
丁
税
負
措
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
措
置
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

第
三
貼
と
し
て
、
柳
田
氏
が
い
わ
れ
る
身
丁
銭
の
田
税
化
の
問
題
が
あ
る
。
氏
が
そ
う
主
張
す
る
論
接
と
し
て
翠
げ
る
史
料
は
、
前
に
見
た

常
州
と
鎖
江
府
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
雨
者
は
、
五
代
南
唐
の
丁

口
盟
銭
の
系
統
の
身
丁
銭
を
賦
課
さ
れ
て
い
た
所
で
あ
り
、

の
ち
に
雨
街
路
に
編
入
さ
れ
た
と
は
い
え
、
客
戸
の
負
携
も
残
る
な
ど
、
賦
課
方
法
も
雨
漸
の
他
の
諸
州
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
北
宋
最
末
期

に
白
配
化
し
た
諸
盟
系
の
身
丁
銭
は
賦
諜
さ
れ
て
い
な
い
。
欝
南
唐
領
の
諸
州
で
は
太
卒
興
園
二
年
(
九
七
七
)
二
月
以
降
、
す
な
わ
ち
呉
越
の

(

的

)

宋
朝
へ
の
蹄
層
以
前
か
ら
盟
は
官
買
法
と
な
っ
て
お
り
、
後
に
始
ま
っ
た
南
街
の
輩
盟
と
は
無
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。
常
州

・
銀
江
府
に
お
け

る
田
税
化
の
事
買
に
よ

っ
て
雨
断
の
輩
盟
系
の
身
丁
税
の
田
税
化
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
北
宋
最
末
期
に
成
立
し
た
雨
漸
の

話
盟
系
の
身
丁
税
は
、
右
に
見
た
よ
う
な
和
賞
絹
と
の

一
般
化
の
議
論
に
も
か
か
わ
ら
ず

つ
い
に
賦
課
方
法
を
合
理
化
で
き
な
い
ま
ま
、
そ
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の
後
も
徴
牧
が
績
け
ら
れ
、
最
終
的
に
は
開
繕
元
年
(
一
二

O
六
)
の
詔
に
よ
っ
て
翌
年
か
ら
全
菟
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
逆
に
い
え
ば
、
両
漸

の
身
丁
銭
は
長
年
に
わ
た
る
国
税
化
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
れ
を
質
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
詔
令
に
よ
っ
て
最
終
的

に
免
除
す
る
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
身
丁
銭
は
雨
漸
の
よ
う
な
先
進
地
で
は
国
税
化
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
理
解
は
成
り
立
た

な
い
。
身
丁
銭
の
国
税
化
を
い
う
な
ら
、
前
節
で
見
た
、
沿
徴
と
し
て
の
身
丁
銭
の
回
税
化
の
事
貫
こ
そ
重
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

r、、

'---' 

南
宋
期
湖
北
北
部
の
丁
米

『
宋
禽
要
』
食
貨
六
六
身
丁
銭
、
紹
興
二
十
八
年
(
二
五
八
)
正
月
二
十
八
日
の
条
に
は
、
直
秘
閣

・
荊
湖
北
路
時
運
判
官
の
羅
孝
芳
の
言

と
し
て荊
湖
北
州
願
、
昨
ご
ろ
残
破
を
程
、
版
籍
を
亡
失
す
。
乃
ち
丁
を
以
て
税
を
増
す
者
有
り
。
人
戸
を
根
括
し
、
其
の
丁

ロ・を
籍
し、

一
丁

を
し
て
七
斗
を
受
種
せ
し
め
、
以
て
税
額
と
篤
す
。
元
と
一
斗
の
税
に
係
り
、
家
に
三
丁
有
ら
ば
、
則
ち
増
し
て
二
石

一
斗
の
税
と
信
用
す



有
り
。
其
の
回
の
多
少
を
間
わ
ざ
る
な
り
。

あ
る
。
ま
た
純
州
(
岳
州
)
卒
江
蘇
で
も
紹
興
二
十
五
年
〈
二
五
五
)
、
兵
火
の
後
の
復
業
戸
に
封
し
、

と
あ
る
。
こ
れ
は
版
籍
亡
失
に
よ
り
従
来
通
り
の
百
米
徴
牧
が
で
き
な
い
た
め
、
受
種
額
に
よ
っ
て
一
丁
七
斗
と
い
う
税
額
を
定
め
た
も
の
で

(

叩

)

「
丁
を
以
て
税
を
定
」
め
て
い
る
。
柳

「
荊
湖
北
路
に
は
土
地
よ
り
は
丁
を
基
準
と
す
る
よ
う
な
候
件
が
あ
っ

た
」
「
国
税
に
丁
を
基
準
と
す
る
課
税
の
形
が
強
く
残
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
淳
照
八
年
(
二
八
一
〉
の
皐
傷
の
際
の
身
丁
銭
物

(

九

)

の
一
年
兎
除
の
劉
象
に
湖
北
の
江
陵
府
・
郭
州
・
漢
陽
軍
・
復
州
・
徳
安
府
が
奉
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
州
軍
で
な
お
身
丁
税
の
賦
課
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
江
陵
府
の
身
丁
銭
は
さ
き
に
見
た
通
り
高
氏
荊
南
の
「
丁
ロ
盟
麹
銭
」
の
「
齢
数
」
で
あ
る
と
し
て
、
部
州
と

田
氏
は
荊
湖
北
路
の
一
一
部
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
丁
税
米
に
つ
い
て
、

漢
陽
軍
は
五
代
に
は
南
唐
の
領
域
に
あ
り
、
南
唐
で
は
丁
を
基
準
に
国
税
を
賦
課
し
た
事
買
は
な
い
。

州
は
、
五
代
は
じ
め
の
後
梁
以
来
、

復
州
・
徳
安
府
(
安
州
)
の
二

一
貫
し
て
中
原
諸
朝
の
領
域
で
あ
っ
た
所
で
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
中
原
諸
朝
が
丁
を
基
準
に
国
税
を
課

ま
た
、

一
口
に
荊
湖
地
方
と
レ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
に
異
な
る
背
景
を
も
っ
て
お
り
、
南
宋
期
の
湖
北
の
丁
税
に
、
五
代
以
来
の
「
課
税
の
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し
た
こ
と
は
な
い
。

形
」
は
残
っ
て
い
な
い
。
賦
課
方
法
の
黙
で
も
、
荊
南
の
丁
口
盟
銭
や
す
で
に
北
宋
期
に
国
税
化
し
て
い
た
湖
南
南
部
の
「
丁
米
」
と
は
無
関

係
で
あ
る
。
南
宋
の
湖
北
に
出
現
し
た
丁
を
基
準
と
す
る
国
税
賦
課
は
、
版
籍
亡
失
に
よ
る
便
宜
の
措
置
と
見
る
ほ
か
な
い
。

お

わ

り

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
宋
代
の
身
丁
税
は
大
き
く
三
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、

五
代
南
方
諸
園
の
沿
徴
の
一
つ
と
し
て
の
身
丁

銭
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
銭
額
制
の
身
丁
銭
と
し
て
そ
の
ま
ま
宋
初
に
も
ち
こ
さ
れ
、
宋
初
の
税
制
整
備
の
際
に
税
銭
に
繰
り
込
む
、

す
な
わ
ち
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国
税
化
す
る
、
と
い
う
慮
理
を
し
な
か

っ
た
も
の
|
呉
越
・
一
幅
州
の
身
丁
鏡
、
荊
南
の
丁
身
盟
麹
銭
、
康
南
の
身
丁
銭
ー
は
、

大
中
鮮
符
四
年

に
身
丁
銭
と
し
て
菟
除
さ
れ
た
。
こ
れ
に
針
し
、
税
銭
化
し
て
国
税
に
準
じ
る
慮
理
を
し
た
も
の
1

南
唐
の
丁
ロ
盟
銭
、
康
南
の
身
丁
米
、
湖
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南
南
部
の
丁
米
は

「雑
嬰
之
賦
」
と
し
て
田
畝
に
賦
課
さ
れ
る
と
と
も
に
、
も
は
や
丁
単
位
の
均
率
賦
課
で
は
な
く
な
り
、
湖
南
南
部
の

丁
米
が
紹
興
十
四
年
に
兎
放
さ
れ
た
ほ
か
は
、
南
宋
末
ま
で
存
績
し
た
。
ま
た
、
一
幅
建
沿
海
部
の
津
州
・
泉
州
・
部
武
軍
で
は
、
す
で
に
清
源

節
度
使
時
代
に
米
に
折
饗
さ
れ
て
い
た
た
め
、
北
宋
中
期
に
減
額
さ
れ
た
も
の
の
、
南
宋
末
ま
で
克
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
客
戸
を
も
劉

象
と
し
て
賦
課
し
て
い
た
身
丁
銭
は

「
雑
箆
之
賦
」
と
な
す
際
に
主
戸
下
の
田
畝
に
く
り
込
ま
れ
る
た
め
、
客
戸
に
つ
い
て
は
丁
皐
位
の
均

率
賦
課
の
ま
ま
と
り
蔑
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
、
北
宋
の
最
末
期
に
雨
漸
で
は
じ
ま
っ
た
露
盟
系
の
身
丁
銭
は
、
盟
法
の
嬰
化
に
と
も
な
う
新
た
な
課
税
で
あ
り
、
五
代
の
丁
目
賦
課

と
は
直
接
の
関
係
を
も
た
な
い
。
し
か
も
こ
の
身
丁
銭
は
、
客
戸
は
負
措
せ
ず
、
ま
た
、

田
税
化
で
き
な
か
っ
た
貼
で
、
沿
徴
系
の
身
丁
銭
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
客
戸
に
負
措
が
な
か
っ
た
理
由
は
、
話
盟
の
支
給
が
客
戸
を
針
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

田
税
化
し
な
か
っ

た
理
由
は
第
五
等
戸
に
「
産
去
税
存
」
の
「
無
税
産
戸
」
が
多
い
、
す
な
わ
ち
税
額
を
割
り
付
け
る
べ
き
国
産
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
特
徴
は
、

い
わ
ば
宋
代
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
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三
つ
め
の
、
南
宋
期
に
は
じ
ま
る
湖
北
北
部
の
丁
税
米
は
、
五
代
の
沿
徴
と
は
無
関
係
で
、
雨
税
版
籍
亡
失
下
に
お
け
る
苗
米
賦
課
の
代
替

措
置
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
、
官
買
盟
の
支
給
お
よ
び
そ
の
封
債
の
徴
牧
が
丁
を
車
位
と
す
る
こ
と
は
、
南
宋
で
も
|
違
法
と
さ
れ
て
い
た
が
l
各
地
に
見
ら
れ
た

(
η
)
 

現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
均
田
制
的
丁
支
配
の
課
税
基
準
」
と
か
「
一
君
蔦
民
的
支
配
の
原
理
」
と
か
い
っ
た
課
税
原
理
で
は
な
く
、
課
利
と

し
て
の
盟
法
が
本
来
的
に
も
つ
課
税
傾
向
で
あ
る
。
五
代
の
身
丁
銭
も
、
呉
越
・
南
唐

・
荊
南
の
そ
れ
は
本
来
丁
口
に
支
給
し
て
い
た
盟
が
白

配
化
し
た
、
沿
徴
と
し
て
の
盟
銭
で
あ
っ
た
。
湖
南
の
丁
米
の
前
身
は
採
木
税
で
あ
り
、
聞
や
南
漢
の
身
丁
銭
は
盟
銭
系
で
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
と
て
果
た
し
て
「
均
田
制
的
丁
支
配
の
課
税
基
準
」
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
両
税
制
附
斗
と
し
て

の
苗
米
と
は
別
箇
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
沿
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
五
代
と
い
う
時
代
の
過
酷
な
環
境
の
中
で
生
ま
れ
た
特
殊

な
課
税
と
し
て
位
置
づ
け
た
方
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
五
代
的
な
」
課
税
も
宋
代
に
入
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
蟹
容
を
と
げ
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
五

代
そ
の
ま
ま
の
丁
口
賦
課
は
十
一
世
紀
は
じ
め
に
は
慶
止
さ
れ
、
身
丁
税
と
し
て
残
っ
た
も
の
も
、
そ
の
殆
ど
は
「
雑
慶
之
賦
」
と
し
て
事
貫

上
国
税
化
し
て
い
る
。
た
ん
に
偽
制
を
縫
承
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
一
部
に
客
戸
の
負
措
が
と
り
蔑
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た

が、

こ
れ
も
「
王
朝
に
よ
る
直
接
的
な
丁
の
掌
握
」
な
ど
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
客
戸
へ
の
身
丁
税
賦
課
は

宋
朝
が
租
税
政
策
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宋
初
の
税
制
整
備
の
一
環
と
し
て
沿
徴
を
田
税
化
し
た
際
の
「
負
の
」
副
産

物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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註(1
)

曾
我
都
静
雄

「
宋
代
の
身
丁
銭
と
戸
口
問
題
」
(『宋
代
財
政
史
』
所

収
)
、
柳
田
節
子
「
宋
代
の
丁
税
」
(
東
洋
史
研
究
二
O|
二、

『
宋
元

郷
村
制
の
研
究
』
創
文
社
一
九
八
六
所
枚
)
、
周
藤
吉
之
「
宋
元
時

代
の
佃
戸
に
就
い
て
」
(
『
唐
宋
杜
曾
経
済
史
研
究
』
所
牧
〉
等
。
他
に

亥
震
「
宋
代
戸
口
」
(
歴
史
研
究

一
九
五
七
三
)
、
王
徳
毅

「
宋
代
身

了
銭
之
研
究
」
(
幼
獅
皐
誌
七
l
一)。

(

2

)

「
清
代
農
民
支
配
の
歴
史
的
特
質
|
地
丁
銀
成
立
の
い
み
す
る
も
の

ー
」
(
『仁
井
田
陸
博
士
追
悼
論
文
集
』
第
一
集
一
九
六
七
所
牧
〉
。

(
3
〉
「
宋
代
に
お
け
る
爾
税
の
折
納
に
つ
い
て
」
(
史
林
六
四
|
五
〉
「
宋

代
雨
税
の
課
税
基
準
と
戸
等
制
」
(
『中
園
史
像
の
再
構
成
』
文
理
閣

一
九
八
三
所
枚
〉
。

(

4

)

『
{
木
曾
要
輯
稿
』
(
以
下
『
宋
曾
要
』
と
略
)
食
貨
七
O
賦
税
雑
録
、

太
卒
輿
図
九
年
十
一
月
赦
書
「
江
南
雨
漸
湖
南
嶺
南
人
戸
有
身
丁
銭
。

今
後
並
以
年
二
十
成
丁
、
六
十
入
老
、
其
未
成
丁
・
己
入
老
者
及
身
有

慶
疾
、
並
輿
放
充
。
」

(
5
〉
『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
(
以
下
『
長
編
』
と
略
〉
巻
七
六
、
大
中
鮮

符
四
年
「
爾
新
一
踊
建
荊
湖
庚
南
諸
州
、
循
僑
制
轍
丁
身
銭
、
裁
凡
四
十

五
高
四
百
貫
。
民
有
子
者
或
棄
不
養
、
或
賀
篤
僅
奴
、
或
度
盛
岡
田
押
老
。

秋
七
月
壬
申
朔
、
詔
悉
除
之
。
」

ハ
6
)

『宋
舎
要
』
食
貨
一
七
一
商一
税
四
、
至
道
三
年
八
月
四
日
「
除
杭
越
州

寺
院
重
行
銭
、
民
所
賦
丁
身
銭
。
先
是
銭
仮
時
、
民
納
了
税
銭
、
其
出

家
重
行
未
入
信
籍
亦
総
之
。
至
是
除
亮
。
」

〈

7
)

『
長
編
』
巻
四
五
、
威
卒
二
年
冬
十
月
美
酉
「
苑
杭
州
中
等
戸
今
歳

丁
身
銭
。
早
故
也
。
」

(

8

)

陳
師
道
『
後
山
集
』
(
遁
園
叢
書
)
巻
二
四
、
談
叢
「
呉
越
銭
氏
、

人
成
丁、

歳
賦
銭
三
百
六
十
、

謂
之
身
銭
、
民
有
至
老
死
而
不
冠
者
。
」

(

9

)

陳
停
良
『
止
策
文
集
』
巻
二
六
、
乞
錨
放
身
丁
銭
劉
子
「
叉
俄
命

目
、
如
一
繭
州
毎
丁
三
百
二
十
五
、
白
太
卒
輿
園
五
年
定
納
銭

一
百
(
七

月吉岡
象
先
議
)
、
一
隅
州
長
渓
有
温
台
等
州
投
過

一
千
七
百
徐
戸
二
千
絵

丁
、
毎
丁
亦
三
百
二
十
五
、
自
景
徳
二
年
定
依
温
台
州
見
納
銭
二
百
五

-139ー
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十
(
四
月
二
十
日
劉
焔
奏
請
)
、
蘇
州
毎
丁
納
米
、

自
淳
化
五
年
定
納

銭
二
百
(
見
八
月
十
七
日
蘇
州
教
)
、
陸
州
毎
丁
六
百
九
十
五
、
』
広
州

毎
丁
五
百
九
十
四
、
自
威
卒
三
年
許
賂
担
問
折
納
(
五
月
二
十
三
日
雨
所

路
救
)
。
L

(
叩
)
『
奥
越
術
史
』
巻
四
、
額
徳
=
一
年
冬
十
月
「
車
駕
親
征
害
時
春
。
是
放

始
括
境
内
民
丁、

盆
師
放
也
。」

(口〉

『
宋
曾
要
』
食
貨
七

O
賦
税
雑
録
、
元
盟
三
年
九
月
八
日

「
擁
護
遁

三
司
戸
部
判
官
李
珠
言
、

奉
詔
根
究
逃
紹
税
役
、
有
蘇
州
常
熱
豚
天
聖

年
簿
、
管
遼
年
逃
紹
戸
傍
閣
税
紬
絹
綿

・
苗
米

・
丁
開
銭
高
一

千
一
百

貫
石
疋
雨
。
」

(
ロ
)
『
長
編
』
各
二
て
明
道
元
年
三
月
「
雨
漏
削
縛
運
司
言
、
大
中
鮮

符
五
年
己
放
諸
路
丁
身
銭
、
而
婆
秀
二
州
向
輪
銭
如
故
。
己
一
亥
除
之
。
」

(
日
)

『
呉
郡
園
経
協
和
記
』
巻
下
。

(
日
比
)
呂
組
謙
『
東
莱
集
』

単位
一二「
震
張
巌
州
作
菟
丁
銭
奏
欺
」
。

(日〉

『
淳
一
砧
琴
川
志
』
巻
六
絞
賦
、
税。

〈日山)

註
(

9

)

参
照
。

(口〉

『賢
治
通
鑑
』
径
二
七

O
後
梁
紀
五
、
均
王
貞
明
四
年
七
月
係
。
洪

巡
『
容
調
剤
績
筆
』
巻
一
六
宋
斉
丘
。

(
凶
〉
『
景
定
建
康
士
山
』
巻
四
O
田
賦
志
。

(
川
口
〉
馬
氏

『
南
麿
書
』
径
四
嗣
主
書
第
四
、
保
大
十
有
六
年
「
昇
元
初
括

定
民
賦
。
-
智
正
商

一
似
別
総
三
斗
、
於
官
膜
授
懸
二
斤
、
謂
之
町
民
米
。

至
是
准
旬
伊
場
皆
入
於
周
、
途
不
支
邸
而
総
米
如
初
、
以
震
定
式
。
」

な
お
註
(
M
〉
参
照
。

(
却
)

『
至
順
銀
江
士
官
巻
六
賦
税
、
「
常
賦
」
所
引
『
群
符
園
経
』。

(
幻
)

『
新
安
志
』
巻
二
絞
貢
賦
、
税
則
。
註
(

3

)

拙
稿
参
照
。

(
幻
)

『
長
編
』
巻
七
七
、
大
中
群
符
五
年
五
月
丁
亥

「
令
江
准
南
丁
身
盤

米
銭
、
白
人
守
並
菟
折
利
。
」

(
お
)
い
わ
ゆ
る
客
戸
乾
食
恩
銭
。
『
韓
貌
公
集
』
各
=
ニ
家
停

「
叉
論
、

河
北
諸
州
首
権
堕
之
初
、
以
官
腕
皿
散
坊
郭
主
客
戸
、
令
納
見
銭
。
及
援

法
通
行
、
其
開
閉
鎖
牢
額
而
不
除
。
主
戸
則
向
能
随
屋
税
納
官
、
客
戸
則

逃
移
、
莫
知
其
庭
、
但
各
掛
簿
書
而
己
。」

(
川
品
)
『
景
定
建
康
士
山
』
径
四

O
回
賦
志
「
明
道
二
年
、
江
准
安
撫
使
沼
仲

沌
奏
、
嘗
司
看
詳
、

江
寧
府
上
元
等
五
懸
主
客
戸
、
遮
年
迭
納
丁
目
盛

銭
、
即
不
曾
諾
盤
食
用
。
援
本
府
分
析
種
間
得
、
始
嵐
江
南
僑
命
之

時
、
有
遁
泰
静
貨
俵
散
、
計
口
納
銭
入
官
。
後
来
准
南
通
泰
蹄
嵐
朝
廷

之
後
、
江
南
自
此
無
腫
給
散
。
所
以
百
姓
歪
今
虚
納
銭
、
併
更
折
納
絹

綿
、
未
曾
起
請
。
」

(
お
〉
『
宋
曾
要
』
食
貨
一
二
身
丁
、
乾
道
九
年
十
月
一

日
「
司
良
少
卿
総

領
准
東
軍
馬
銭
糧
奈
抗
言
、
鋲
江
共
管
三
邑
、
而
聡
丁
各
異
。
有
所
謂

税
戸
、
有
所
謂
客
戸
。
税
戸
者
有
常
産
之
人
也
。
客
戸
則
無
産
而
僑
寓

者
也
。
税
戸
客
戸
惟
丹
徒
並
総
丁
、
而
丹
陽
金
壇
二
邑
有
税
則
無
丁
、

其
総
了
者
客
戸
而
己
。
毎
了
所
職
或
二
尺
或
四
尺
、
固
己
不
問
。」

(

M

m

)

『
宋
禽
要
』
食
貨
二
六
盛
法
雑
録
、
紹
興
八
年
二
月
二
十
八
日
「
向

書
省
迭
到
知
常
州
無
錫
鯨
李
徳
郷
劉
子
、
縞
見
、
本
蘇
毎
歳
起
設
夏
税

紬
絹
一
高
五
千
四
百
八
匹
、

除
諸
郷
税
産
戸
下
合
納
紬
絹
一
寸
以
上
弁

税
戸
開
銭
折
納
並
催
本
色
計
一
蔦
一
千
五
百
一
匹
外
、
有
三
千
九
百
七

匹
。
係
崇
寧
二
年
本
州
均
敷
下
木
懸
認
納
。蓑品ロ由
時
懸
令
不
護
、
其
始

却
絡
下
戸
募
脚
堕
銭
、
毎
二
百
文
折
納
絹
九
尺
。
」

(幻〉

『
宋
曾
要
』
食
貨
一
二
身
丁
、
隆
興
二
年
四
月
二
十
六
日
「
知
常
州

{且
輿
蘇
菱
詔
言
、
本
肝
肺
無
税
産
人
戸
、
毎
丁
納
丁
身
勝
銭
二
百
文
足
。
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第
四
第
五
等
人
戸
有
墓
地
者
、
謂
之
墓
戸
。
経
界
之
時
、
均
紐
正
税

外
、
叉
令
得
納
丁
由
貿
絹
、
作
折
由
巾
銭
総
納
。
本
州
管
下
耳
日
陵
武
準
無
錫

三
回
脚
、
皆
子
衆
戸
田
産
上
均
納
、
濁
是
本
問
料
紐
在
下
戸
常
了
牧
納
。
」

(
お
)
『
長
編
』
倉
一

O
二
、
天
墓
二
年
十
二
月
戊
午
「
替
制
、
薪
州
堕
麹

銭
、
折
納
木
炭
、
以
供
鋳
銭
。
」

(
却
〉
『
三
沈
文
集
』
巻
六

O
、
沈
遼
『
雲
副
党
編
』
九
「
張
莱
墓
誌
銘
」

に
、
仁
宗
末
の
各
州
の
こ
と
と
し
て
「
僑
戸
出
丁
銭
。
其
去
来
不
常
、

十
年
開
吏
不
時
省
察
而
無
除
、
途
至
高
数
。
」

(
拍
)
『
長
編
』
各
四
七
三
、
元
結
七
年
五
月
壬
子
、
知
揚
州
蘇
試
の
言

に
、
到
任
以
来
の
揚
州
の
積
欠
を
列
穆
し
、
そ
の
四
に
「
元
墜
八
年
登

極
赦
前
見
欠
丁
口
腹
銭
及
曲
目
博
絹
米
」
が
見
え
る
。

(
幻
)
『
宋
舎
要
』
食
貨
二
五
堕
法
雑
録
、
政
和
三
年
九
月
四
日
詔
「
准
南

路
、
依
雨
街
路
己
降
指
揮
支
俵
強
堕
去
慮
、
依
市
賓
客
開
債
例
、
支
給

債
銭
俵
散
、
依
沓
来
数
輪
納
物
吊
。
所
有
丁
ロ
醗
銭
、
亦
依
上
件
指
揮

散
納
施
行
。
」

(

M

M

)

『
宋
曾
要
』
食
貨
三
倍
田
雑
録
、
隆
輿
元
年
五
月
十
七
日
臣
僚
言

「
毎
荘
召
募
第
三
等
以
上
土
人
一
名
、
充
監
妊
。
先
次
借
補
守
闘
進
義

副
尉
、
奥
菟
身
丁
、
依
軍
中
則
例
支
破
券
銭
。
」

(
お
〉
『
宋
曾
要
』
食
貨
六
三
鍋
放
、
乾
道
六
年
十
二
月
三
十
日
詔
「
和
州

第
五
等
以
下
人
戸
今
年
身
丁
欠
負
、
特
予
錫
放
。
」

(
M
C

『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
五
、
身
丁
銭
「
乾
道
末
(
七
年

八
月
丙
辰
)
認
、
民
戸
一

丁
充
民
兵
者
、
本
名
丁
銭
勿
総
。
」

(
お
)
『
宋
舎
要
』
食
貨
六
六
身
丁
、
淳
照
八
年
十
二
月
九
日
詔
「
逐
路
皐

傷
州
、
新
東
紹
興
府
・
婆
州
・
衡
州
、
新
西
臨
安
府
・
巌
州
・
湖
州
長

興
安
土
口
一
隅
懸
・
常
州
・
鋲
江
府
・
江
陰
軍
、
江
東
建
康
府
・
鏡
州
・

徽
・
信
州
・
南
康
軍
・
康
徳
軍
、
江
西
興
園
軍
、
湖
北
江
陵
府
・
那

州
・
漢
陽
寧
・
復
州
・
徳
安
府
、
准
東
八
州
、
准
西
八
州
軍
、
淳
照
九

年
分
態
民
戸
合
納
身
丁
銭
物
、
並
特
亮
一
年
。
」

(
お
)
闘
の
と
き
は
三
二
五
文
で
あ
っ
た
。
註
(
9
〉
参
照
。

(
幻
〉
禁
裏
『
端
明
集
』
巻
二
六
、
乞
減
放
湾
泉
州
輿
化
軍
人
戸
身
丁
米
劉

子
「
臣
伏
見
、
泉
州
津
州
輿
化
軍
人
戸
、
毎
年
輪
納
身
丁
米
七
斗
五

升
、
年
二
十
至
六
十
菟
放
。
臣
設
問
、
俄
命
日
前
諸
州
各
有
丁
銭
、
惟

湾
泉
等
州
折
獲
作
米
五
斗
。
至
陳
洪
進
納
彊
土
之
後
、
以
官
斗
校
量
、

得
七
斗
五
升
、
毎
年
迭
納
債
銭
。
:
・
:
鮮
符
中
、
特
降
御
札
、
錨
除
雨

祈
一
隅
建
六
路
身
丁
銭
四
十
五
高
貫
。
其
時
津
泉
三
州
亦
是
丁
銭
折
第
作

米
、
無
人
論
奏
、
因
依
科
納
、
途
至
先
朝
大
葱
不
及
三
郡
。
」

(
お
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
七

O
鍋
放
、

皇
祐
三
年
十
一
月
一
二
日
詔
「
湾
州
泉

輿
化
軍
、
自
僑
命
以
来
計
丁
出
米
甚
重
、
貧
者
或
不
能
検
、
殴
甚
倒

之
。
自
今
泉
州
輿
化
軍
奮
納
七
斗
五
升
者
、
主
戸
減
二
斗
五
升
、
客
戸

減
四
斗
五
升
。
津
州
納
八
斗
八
升
八
合
者
、
主
戸
滅
三
斗
八
升
八
合
、

客
戸
滅
五
斗
八
升
八
合
宿
周
定
制
。
」

(
ぬ
〉
鄭
興
奮
『
郷
忠
粛
奏
議
建
築
』
巻
上
、
請
禁
民
不
穆
子
紋
「
・
・
而

建
剣
汀
部
四
川
尤
甚
。
蓋
自
軍
興
以
来
戸
口
凋
残
、
貧
吏
好
膏
叉
復
感

其
凌
慮
、
丁
懸
紬
絹
求
無
襲
、
思
議
小
民
、
寧
殺
子
市
不
願
輪
税
。
」

(ω
〉
『
長
編
』
巻
一
四
、
開
賓
六
年
秋
七
月
丙
辰
「
庚
南
諸
州
民
総
税

米
、
劉
帽
眠
時
毎
石
臼
配
百
六
十
銭。
」

(
4
)

劉
克
荘
『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
一
四
三
、
貿
皐
頚
筒
4

雷
神
道
碑

「
乞
罷
二
十
五
州
身
丁
銭
云
、
丁
銭
始
於
伍
季
、
毎
丁
十
文
、
既
而
加

倍
至
十
倍
百
倍
、
米
亦
如
之
。
」

(
必
〉
『
宋
舎
要
』
食
貨
六
五
副
知
役
て
元
幽
耳
五
年
三
月
四
日
「
提
奉
江
南
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西
路
常
卒
等
事
劉
誼
言
、
由
唐
至
子
五
代
、
暴
政
所
興
、
二
康
則
戸
計

一
丁
出
銭
数
百
、
総
米
一
碩
。
:
:
:
宋
有
天
下
承
卒
百
年
、
二
康
之
丁

米
不
除
。
」

(
円
相
)
『
長
編
』
巻
四
三、

成
卒
元
年
秋
七
月
壬
戊
「
庚
西
縛
運
使
陳
莞
受

上
言
目、

巨
所
部
諸
州
、
土
風
本
異
、
田
多
山
石、
，地
少
桑
賞
。

今
臣
以
圏
家
箪
須
所
急
、
布
島
震
先
、
因
動
議
部
民
、
康
植
麻
苧
、
以

銭
堕
折
出
現
牧
市
之
。
:
:
:
欲
望
、
自
今
許
以
所
種
脱
苧
頃
畝
、
折
桑
嘉

之
数
、
請
〔
諸
〕
豚
令
佐
、
依
例
書
暦
信
用
謀
、
民
以
布
赴
官
頁
者
、
完

其
算
税
。
・
;
・
詔
従
之
。
」

(

M

H

)

『
長
編
』
巻

一
七
四
、

皇
結
五
年
六
月
笑
未

「庚
南
西
路
夏
税
布
、

奮
例
毎
匹
折
銭
二
百
。
」

(

M

W

)

「
州
之
賦
税
、
産
戸
田
苗
米
、
日
産
銭
、
日
二
科
役
銭
、
白
七
等
墜

銭
。
白
丁
則
折
米
丁
銭
而
己
。
初
丁
米
之
数
、
於
産
戸
差
重
。
・
・
:
本

州
白
丁
、
乃
無
産
業
之
民
、

輸
充
甲
頭
責
之
催
科
、
の
買
銭
盤
、
開
有

逃
亡、

復
勅
代
納
、
民
甚
苦
之
。
・
・
・
白
丁
葱
納
銭
幾
一
千
足
、
折
米

債
直
、
初
科
=一千
五
百
足
、
民
甚
病
之
。
嘉
泰
閥
、
大
師
磨
公
(
徳
明
)

敷
奏
朝
廷
、
納
丁
只
用
五
百
五
十
、
折
米
只
用
二
千
八
百
、

悉
従
所

請
、
至
今
民
以
篤
使
。
:
:
・
本
懸
城
内
四
府
居
民
、
沓
有
身
丁
銭
。
前

此
官
吏
只
恐
丁
籍
取
緋
。
然
市
井
小
民
遷
徒
不
常
、
無
由
退
納
、
其
開

叉
有
老
病
而
不
信
用
鎗
去
者
、
有
物
故
而
科
及
妻
子
者
、
公
私
交
病
駕
。

淳
一
脂
笑
卯
、
郷
公
(
良
臣
)
始
編
排
在
城
白
丁
計
七
千
七
百
車
三
戸
、

窓
魚
鈎
お
。
」

(
必
)
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
(
以
下

『
要
録
』
と
略
)
巻
一
五
九
、
紹

興
十
有
九
年
六
月
笑一亥

「
左
朝
請
郎
越
善
瑛
知
封
州
代
還
論
、
庚
東
諸

州
回
税
不
足
歳
用
。
自
租
宗
以
来
、
不
問
有
無
国
産
、
常
計
丁
歳
納
身

米
、
以
補
常
賦
。
毎
有
枚
菟
了
者
、
於
見
納
米
人
均
増
均
滅
、
其
法
甚

備。
」

(
U
〉
奥
泳
『
鶴
林
集
』
巻
二
二
、

奏
寛
民
五
事
紋
「
且
如
梅
州

一
郡
、
客

丁
租
例
納
米
、
本
州
軍
糧
全
仰
此
米
。
L

(
川
崎
)
『
要
録
』
を

一
八
九
、
紹
興
三
十
有
一
年
夏
四
月
甲
辰
「
既
而
左
朝

奉
郎
知
膝
州
程
滋
召
還
亦
言、

原
州
丁
米
偏
重
、
毎
丁
有
総
八
軒
六
升

者。
」

〈
必
〉
向
各
五
三
、
紹
興
二
年
夏
四
月
「
欽
廉
宜
融
卒
観
諸
郡
亦
各
有
土

了。

:
:
:
凡
潟
土
了
者
、
並
鋪
其
身
丁
税
銭
。
」

(
印
)
『
長
編
』
巻
四
、
乾
徳
元
年
六
月
乙
酉
詔
「
亮
澄
州
諸
鯨
奮
例
雑
配

之
物
。
」

(
日
)
同
巻
四
、
同
年
十
二
月
乙
巳
「
除
衡
岳
州
二
税
外
所
賦
米
。
」

(
臼
)
問
答
四
七
、

威
卒
三
年
夏
四
月
己
未

「(
知
溜
州
李
)
允
則
始
至
州
。

:
:
初
馬
氏
暴
飲
、
州
人
歳
出
絹
、
謂
之
地
税
。
」

(
臼
)
註
ハ
9
〉
同
劉
子
「
逃
丁
、
白
威
卒
四
年
始
輿
検
閣
(
見
七
月
一
日
荊

湖
南
北
路
救
)
。
」

(
臼
〉
『
宋
曾
要
』
食
貨
七

O
錨
放
、
慶
暦
四
年
三
月
二
十
三
日
詔
「
衡
道

州
桂
陽
監
昨
経
成
人
驚
却
庭
、
令
荊
湖
南
路
縛
運
司
勘
舎
、

態
係
経
賊

地
分
、

曾
被
殺
傷
人
命
、
焼
蕩
産
業
及
却
虜
却
人
口
財
物
等
人
戸
、
予

放
菟
見
欠
身
了
銭
数
及
去
年
秋
税
苗
米
。
」

(
日
〉
『
永
楽
大
奥
』
巻
七
五

O
七
倉
、
常
卒
倉
二
所
引
『
中
書
備
針
』
所

裁
の
照
等
九
年
諸
路
菟
役
銭
徴
枚
基
準
、
荊
湖
南
路
南
部
の
道
州

・
榔

州
は
「
税
銭
」
を
基
準
と
し
て
北
-
部
と
は
異
っ
て
い
る
。

(
白
山
)
『
要
録
』
巻
六
五
、
紹
興
三
年
五
月
丙
辰
「
初
馬
氏
嬢
湖
南
、
始
敷

都
道
永
州
桂
陽
監
茶
陵
蘇
丁
銭
絹
米
。
其
後
丁
有
逃
亡
而
不
除
其
数
。
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民
極
以
信
用
患
。
至
是
湖
南
宣
議
欝
徽
言
奏
、
道
州
丁
米
高
七
千
絵
斜
、

乞
以
其
半
敷
之
田
畝
、
半
取
之
身
了
。
」
同
巻
八
七
、
紹
興
五
年
三
月

戊
氏
「
詔
道
州
丁
米
、
依
替
予
回
畝
上
均
敷
。
・
:
守
臣
右
朝
散
大
夫

趨
坦
乞
以
二
分
敷
子
回
賦
、
一
分
敷
子
民
了
。
事
下
持
運
司
、
而
坦
己

去
、
代
者
一
吉
、
如
此
則
毎
丁
蛍
総
二
斗
有
奇
、
貧
戸
丁
多
之
人
猶
魚
偏

重
。
故
有
是
旨
。
」

(mU
同
各
一
五
二
、
紹
興
十
有
四
年
冬
十
月
己
雲
「
御
筆
、
除
永
道
榔
州

桂
陽
監
茶
陵
田
耕
民
了
身
銭
絹
米
姿
。
」

(
回
)
郷
務
『
鄭
渓
集
』
巻
二
一
、
論
完
了
身
銭
欽
「
臣
任
荊
南
府
目
、
江

陵
枝
江
蘇
人
戸
、
正
税
外
有
丁
身
堕
麹
銭
。
此
銭
自
高
氏
以
前
増
出
無

名
横
賦
。
真
宗
時
雄
曾
除
放
、
而
二
邑
徐
数
向
有
存
者
、
粂
木
戸
人
丁

多
己
亡
夜
、
只
是
催
科
戸
長
及
地
邦
人
均
陪
代
納
。
」

(
回
)
『
要
録
』
巻
二
九
、
建
炎
三
年
十
有
一
月
丁
未
「
初
来
行
鈴
堕
以

前
、
雨
掘
削
民
戸
、
毎
丁
官
給
怒
盛
一
軒
、
令
民
総
銭
一
百
六
十
六
、
謂

之
丁
堕
銭
。
皇
結
中
、
許
民
以
紬
絹
従
時
債
折
納
、
謂
之
了
絹
。
自
行

紗
摂
後
、
官
不
給
盤
、
毎
丁
場
至
潟
三
百
六
十
、
謂
之
身
T
銭
。
大
親

中
、
始
令
三
丁
総
絹
一
疋
。
時
絹
直
猫
賎
、
未
有
陪
費
。
」

(
印
〉
『
東
莱
集
』
巻
三
、
震
張
緩
州
作
乞
完
了
銭
奏
朕
「
臣
照
射
本
州
丁

醗
銭
絹
之
起
、
一銭
父
老
稿
、
自
承
卒
時
、
毎
一
丁
官
支
給
盤
一
回
計
五

斤
、
毎
一
斤
計
銭
三
十
一
文
こ
分
省
、
共
計
銭
一
百
五
十
六
文
省
、
却

納
絹
一
丈
二
尺
八
寸
、
内
一
宇
係
本
色
絹
、
一
宇
係
折
納
見
銭
。
是
時

絹
毎
一
匹
直
銭
一
貫
文
省
、
毎
丁
計
納
絹
六
尺
四
寸
、
計
債
銭
一
百
六

十
文
省
、
叉
折
鳥
見
銭
一
百
六
十
文
省
。
雨
項
遁
計
三
百
二
十
文
省
、

終
官
中
所
給
堕
斤
償
銭
百
五
十
六
文
省
比
折
外
、
毎
丁
寅
陪
貼
納
銭
百

六
十
四
文
省
。
所
納
不
多
、
公
私
雨
使
、
未
見
其
害
。
L

(
臼
〉
『
宋
舎
要
』
食
貨
二
三
強
法
雑
録
、
政
和
三
年
二
月
一
日
「
中
書
省

言
、
勘
曾
東
南
六
路
見
行
末
堕
去
庭
、
其
年
例
合
支
質
腹
背
門
数
不
少
。

依
後
取
問
人
戸
願
輿
不
願
請
願
、
内
不
願
請
務
者
、
即
接
合
散
数
、
止

約
六
分
債
銭
。
:
・
詔
、
准
南
雨
新
耐
動
向
劃
更
不
支
俵
、
依
俊
以
滅
定
分

数
迭
納
外
、
其
江
湖
四
路
、
令
逐
路
提
皐
盛
事
・
提
翠
常
卒
司
、
共
相

度
関
奏
。
」

(
臼
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
六
六
身
了
、
紹
興
三
十
一
年
正
月
十
四
日
僚
に
よ

れ
ば
、
宣
和
中
に
湖
州
武
康
蘇
で
は
四
丁
で
絹
一
匹
と
し
た
。
ま
た

『
要
録
』
巻
二
ハ
二
、
紹
興
二
十
有
一
年
九
月
乙
巳
僚
に
よ
れ
ば
、
庭

州
で
は
第
五
等
以
下
人
戸
に
つ
き
今
後
の
櫓
了
分
を
加
算
し
な
い
こ
と

と
し
た
。
ま
た
『
宋
曾
要
』
食
貨
六
六
身
丁
、
建
炎
三
年
十
一
月
三
日

徳
音
に

「自
今
第
五
等
以
下
人
戸
、
一
宇
依
奮
折
納
外
、
徐
一
宇
只
納

見
銭
」
と
あ
る
。

(
m
m
)

『
宋
曾
要
』
食
貨
六
三
鍋
放
、
乾
道
八
年
五
月
「
是
月
詔
、
人
戸
丁

銭
、
毎
七
了
共
納
絹
一
匹
、
比
元
額
毎
歳
滅
絹
二
高
四
千
八
百
二
十

匹
。
巌
州
、
依
湖
州
毎
七
了
共
納
絹
一
疋
、
比
元
額
毎
年
滅
絹

一
高
四

千
二
百
九
十
三
疋
有
零
。
紹
興
府
、

上
四
等
毎
七
丁
納
絹

一
疋
、
第
五

等
毎
十
丁
納
絹

一
疋
、
比
元
額
減
絹
一
高
三
疋
二
丈
五
尺
四
寸
。
庭

州
、
上
回
等
戸
以
五
丁
共
納
絹
一
疋
、
第
五
等
戸
以
八
丁
共
納
絹
一
疋
、

比
元
額
毎
年
減
絹
九
千
九
百
一
十
六
疋
有
零
。
其
己
減
数
、
並
以
毎
年

枚
到
沙
田
麓
場
租
銭
内
鐙
還
戸
部
。
」
同
食
貨
六
六
身
丁
、
淳
隈
元
年

二
月
十
九
日
「
詔
、
湖
州
管
下
民
戸
身
了
銭
絹
、
多
是
撲
成
端
疋
、
例

皆
付
之
撹
戸
、
要
以
重
債
、
可
従
民
便
、
折
納
見
銭
、
令
州
懸
自
行
買

絹
、
解
設
上
供
。
」
な
お
前
者
に
よ
り
、
「
身
丁
銭
は
下
戸
の
み
が
負
捻

し
て
い
た
」
と
い
う
の
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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(
臼
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
六
六
身
丁
、
関
稽
元
年
十
二
月
二
十
一
日
「
認
、

其
雨
掘
削
路
身
丁
銭
絹
、
可
自
開
稽
二
年
並
輿
除
放
。
」

(
白
山
〉
『
長
編
』
巻
一
一
一
一
四
、
慶
暦
元
年
十
一
月
「
京
東
側
佃
縦
育
湾
祈
徐
州

准
陽
軍
、
並
係
権
問
問
地
分
。
近
経
災
傷
人
戸
貧
困
、
特
放
通
商
、
止
令

枚
納
税
銭
。
」
『
宋
舎
要
』
食
貨
二
四
臨
法
雑
録
、
岡
山寧
五
年
正
月
二
十

二
日
「
詔
、
罷
京
西
路
強
盟
、
令
民
但
止
総
銭
。
」
向
、
照
寧
七
年
七

月
五
日
「
詔
、
開
封
府
民
納
強
食
堕
等
銭
、
折
納
糧
、
有
上
三
等
如

故
、
徐
並
許
納
銭
。
願
総
本
色
者
亦
聴
。
」

(
伺
)
清
木
場
東
「
五
代
宋
初
の
関
銭
に
つ
い
て
」
(
東
方
皐
六
八
)
参
照
。

(
切
)
『
長
編
』
巻
二
五
、
衆
照
元
年
五
月

「
臨
餓
使
王
明
請
、
関
江
南
盛

禁
。
計
歳
寅
盤
五
十
三
高
五
千
除
貫
、
給
麗
輿
民
、
随
税
牧
其
銭
二
十

四
蔦
徐
貫
。
聴
商
人
販
易
、
牧
其
算
。
従
之
。
」

(
侃
)
『
宋
曾
要
』
食
貨
二
三
強
法
雑
録
、
薙
照
二
年
六
月
「
詔
目
、
去
年

有
司
上
請
、
通
行
江
市
削
盛
一
商
。
蓋
欲
均
利
於
民
、
而
紹
其
犯
禁
者
。

然

襲
法
易
制
、
自
古
所
難
。
:
:
・
自
今
宜
依
太
卒
興
園
九
年
七
月
以
前
禁

法
従
事
。
」

(
印
)
『
長
編
』
径

一
八
、
太
卒
輿
圏
二
年
二
月
丁
未
「
賂
江
南
諸
州
先
通

商
慮
、
悉
禁
之
。
」

(
均
)
『
宋
舎
要
』
食
貨
五
官
田
雑
録
、
紹
興
三
十
年
七
月
二
十
四
日
「
湖

北
鞠
運
司
言
、
被
旨
照
封
、
本
路
州
懸
皆
以
回
畝
定
税
外
、
照
得
、
純

州
卒
江
田
脚
、
兵
火
後
来
、
復
業
人
戸
自
陳
種
植
、
以
種
定
税
。
二
十
五

年
因
本
州
措
置
、
以
丁
定
税
。
」

(
九
〉
註
(
お
)
参
照
。

(η
〉
日
野
開
三
郎
「
乾
と
濃
附
白
i
唐
宋
用
語
解
の
七
」
(
東
洋
史
息
子
八
)

参
照
。
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DAI ZHEN 戴震AND THE SCHOLARSHIP OF

　　　　　　　

THE WAN 院 SCHOOL

KiNOSHITA Tetsuya

　　

The scholars of the　Wan school, which represents　Qing　dynasty

classical studies (ｎｎｓｘｕｅ経學）ｗiththe Wu 臭school, can largely be

divided into two groups: those who pursued their studies in Huizhouル

徽州府of Anhui 安徽province, and those who were followers of Dai

Zhen after he left Anhui and went to the capital. What inヽfactwas the

background to Dai Zhen's academic character such that he ｗａｓable to

found the latter group, generally known to be the Wan school?^ That is

the subject of this essay｡

　　

On this subject,l eχamined Dai Zhen's personal academic history in

which, according to his own testimony, he firstencountered classicaltｅχts

only in the middle of his teens. From this point l broadened the inquiry

to include the academic background of other scholars. I found that,in

the society of that time, there was a big discrepancy in the conditions

of primary education, depending on the background of each scholar, that

determined the relation between an individual and the classical texts.

Within this general discrepancy, Dai Zhen encountered the classicsin ａ

unique way, and from this ｅχperience,he entered into classicalstudies.

Because

　

of this, he was able to formulate ａ new type of scholarship

that was di丘erent from that of people who had memorized the classics

from an early age.

THE VARIOUS ANTECEDENTS OF THE SONG DYNASTY

　　　　

MALE HEAD TAX （ＳＨＥＮＤＩＮＧＳＨＵＩ身丁税〉

　　　　　　　　　　　　

Shimasue Kazuyasu

　　

Until now, the Song male head tａχwas considered to be ａdescendant

of the head tax of the Five Dynasties period or ａ derivative of the

-

４－



registration procedures　for adult males under the Equal Field System.

However, during the process of consolidation of the tａχsystem in the

early Song, most of the methods of assessment for the head tａχof the

various states of the Five Dynasties period underwent considerable change.

The Song male head tａχhad three antecedents｡

　　

The first was the male head tａχthat was ａ surtaχ in the various

states of the south during the Five Dynasties period.　Among these

payments, some were combined into the assessments for the summer por-

tion of the standard “land tａχ”（功功qian税銭）dｕｒｉｎｇ the consolidation

of the tａχsystem in the early Song. Those payments that were not so

combined were abolished in 1101. Meanwhile, other payments became

the “miscellaneous taxes" (:ｚａｂｉａｎｚMh血気愛之賦) which were imposed

on the land in addition to the standard “land tａχ”（ｓhｕiqian), and these

continued to be collected. But after this transformation of the old head

tax into ａ land tａχ，the landless guest households (ke加客戸) were left

still having to pay ａ separate male head tａｘ｡

　　

The

　

second antecedent was the male head tａχlevied in Liangzhe

雨浙that was established at the time when the silk and salt requisition

system was abolished at the end of the Northern Song.　It was the

transformation into ａ tａχof the government salt monopoly system of the

Song and was not a burden on the guest hoｕseholdｓ｡

　　

The third antecedent was the individual tax in kind levied in the

northern part of Hubei 湖北during the Southern Song period. It was

no more than simply ａ substitute measure to collect the autumn tａχgrain

after the loss of the land registers for the Double Ｔａχ｡

　　

In addition to the various antecedents discussed above, it has been

shown that the Song male head tax should be studied in connection with

the system of the Double Tax and that of the salt administration.

－５


